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ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
報
告
２
０
１
４

国
連
開
発
目
標
、多
分
野
で
達
成

　

独
立
行
政
法
人 

新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱

物
資
源
省
は
、
２
０
１
３
年

７
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
の

ス
ル
ヤ
チ
プ
タ
工
業
団
地
に

な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
両
国
が

「
ス
マ
ー
ト
＆
エ
コ
工
業
団

地
モ
デ
ル
」
の
導
入
を
検
討

し
た
結
果
、
実
現
の
う
え
で

最
適
な
こ
の
工
業
団
地
が
選

定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
電

力
品
質
の
さ
ら
な
る
安
定
化

技
術
、｠

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

る
省
エ
ネ
と
需
給
調
整
、
共

通
基
盤
通
信
イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
が
実
証
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
２
０
１

０
年
６
月
、
日
本
政
府
は
21

世
紀
の
日
本
の
復
活
に
向
け

た
「
新
成
長
戦
略
」
を
閣
議

決
定
し
、
21
の
政
策
を
今
後

優
先
的
に
取
り
組
む
「
国
家

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
」
が
据

え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
政
府

は
、
こ
れ
に
よ
り
、
原
子
力

発
電
や
、
鉄
道
、
上
下
水
道
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
・
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
を

進
め
る
日
本
企
業
へ
の
支
援

体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
今
回
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
案
件
も
、ま
さ
に
、

こ
の
路
線
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

経
済
産
業
省
は
、
ア
ジ
ア

地
域
が
２
０
０
５
〜
２
０
３

０
年
平
均
で
年
率
５
・
２
％

の
高
成
長
を
遂
げ
、こ
の
間
、

イ
ン
フ
ラ
投
資

ニ
ー
ズ
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
分

野
）
は
６
兆
〜

８
・
３
兆
ド
ル
と
膨
大
な
規

模
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
先
進
国
に
お
い

て
も
、
原
子
力
発
電
や
高
速

鉄
道
な
ど
、
環
境
面
、
安
全
・

安
心
面
で
優
れ
た
技
術
を
導

入
・
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
需

要
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

モ
ノ
づ
く
り
を
得
意
と
し

た
日
本
に
と
っ
て
は
、設
計
・

製
造
か
ら
完
成
後
の
管
理
運

営
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
含

め
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ

ラ
輸
出
、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ

ム
化
技
術
へ
の
転
換
に
は
困

難
も
伴
お
う
。
し
か
し
、
環

境
や
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け

る
旺
盛
な
諸
外
国
の
需
要
に

対
し
、
日
本
が
有
す
る
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
技
術

や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
推
進
し
て
き

た
内
外
で
の
実
証
経
験
を
生

か
し
、
海
外
に
展
開
で
き
れ

ば
、
地
域
発
展
、
雇
用
創
出
、

環
境
保
全
、
安
全
・
安
心
な

社
会
の
構
築
に
、
大
き
く
貢

献
が
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

▼
燃
料
電
池

　

燃
料
の
水
素
と
空
気
中

の
酸
素
を
化
学
反
応
さ
せ

て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
出
す
装
置
。
反
応
に
よ

り
排
出
さ
れ
る
の
は
一
般

的
に
水
だ
け
で
、
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

水
素
は
天
然
ガ
ス
や
メ

タ
ノ
ー
ル
な
ど
か
ら
つ
く

ら
れ
る
。
水
素
の
製
造
段
階

で
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

を
発
生
さ
せ
な
け
れ
ば
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
も

つ
な
が
る
。
化
学
反
応
の
際

に
発
生
す
る
熱
も
利
用
し
た

家
庭
用
の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
や

燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
が
す

で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

▼
電
気
主
任
技
術
者

　

発
電
所
や
送
電
網
、
受
電

設
備
な
ど
高
圧
電
気
設
備
の

工
事
・
保
守
・
運
用
に
関
す

る
保
安
の
監
督
者
。ま
た
は
、

そ
の
資
格
の
こ
と
。
電
気
事

業
法
で
は
、
一
定
の
電
気

設
備
を
持
つ
事
業
者
は
電

気
主
任
技
術
者
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
る
（
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
外
部
委
託

も
可
能
）。

　

経
済
産
業
省
認
定
の
国

家
資
格
で
、
取
り
扱
え
る

電
圧
規
模
に
よ
っ
て
以
下

の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い

る
。
第
１
種
（
す
べ
て
の

電
気
設
備
）、第
２
種
（
電

圧
17
万
㌾
未
満
）、
第
３

種
（
電
圧
５
万
㌾
未
満
）。

未
満
で
生
活
す
る
人
々
の
割

合
を
半
減
さ
せ
る
」
と
い
う

目
標
は
、
す
で
に
２
０
１
０

年
に
ほ
ぼ
達
成
。
同
年
に
極

度
の
貧
困
状
態
で
生
活
す
る

人
は
、
１
９
９
０
年
当
時
に

比
べ
７
億
人
減
少
し
た
。
ま

た
「
２
０
１
５
年
ま
で
に
、

安
全
な
飲
料
水
と
衛
生
施
設

を
継
続
的
に
利
用
で
き
な
い

人
々
の
割
合
を
半
減
さ
せ

標
は
、
２
０
１
５
年
ま
で
に

達
成
す
る
８
つ
の
目
標
、
21

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
60
の
指
標

を
示
し
て
お
り
、
今
回
の
報

告
書
で
は
環
境
の
持
続
可
能

性
の
確
保
や
貧
困
の
削
減
、

男
女
平
等
の
就
学
な
ど
多
く

の
分
野
で
具
体
的
な
目
標
が

達
成
さ
れ
た
と
し
た
。

　

例
え
ば
「
１
９
９
０
〜
２

０
１
５
年
の
間
に
１
日
１
㌦

　

２
０
１
４
年
７
月
、
国
連

は
、
よ
り
よ
い
世
界
を
築
く

た
め
国
際
社
会
が
協
力
し
て

取
り
組
む
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
」
の
報
告
書
を
公
表

し
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

る
」
目
標
も
２
０
１
０
年
ま

で
に
達
成
し
、
２
０
１
２
年

ま
で
に
23
億
人
以
上
が
改
良

さ
れ
た
飲
料
水
源
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
環
境
の
分
野
で

は
世
界
人
口
の
４
分
の
１
以

上
が
改
善
さ
れ
た
衛
生
施
設

を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
ま
だ
10
億
人
が
屋
外

排
泄
を
強
い
ら
れ
て
い
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め

ら
れ
る
目
標
も
あ
る
。

　

国
連
は
現
在
、
２
０
１
６

年
以
降
の
国
際
開
発
目
標
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

特
製
手
ぬ
ぐ
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
! !

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

新
卒
社
員
の
動
向
レ
ポ
ー
ト

Techno V
iew

新
企
画
ス
タ
ー
ト

お
け
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
実
証
事
業
開
始
に
向
け

た
基
本
協
定
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）

を
締
結
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
内
需
拡

大
に
よ
り
経
済
成
長
が
め
ざ

ま
し
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
急
速
に
伸
び
て
い
る
。
し

か
し
、
大
規
模

発
電
所
の
建
設

遅
延
、
送
変
電

系
統
の
容
量
不

足
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
備
に

起
因
し
、
停
電
や
電
圧
降
下

な
ど
電
力
品
質
は
劣
化
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
製
造
工

場
は
多
大
な
損
害
を
受
け
て

お
り
、
今
後
の
工
業
団
地
の

発
展
に
向
け
て
電
力
の
安
定

供
給
と
品
質
改
善
が
急
務
と

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

　

２
０
１
４
年
６
月
、「
只
見
」（
福
島

県
）
と
「
南
ア
ル
プ
ス
」（
山
梨
県
、

長
野
県
、
静
岡
県
）
が
生
物
圏
保
存
地

域
（
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
に
登
録

さ
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ

て
い
た
第
26
回
人
間
と
生
物
圏
（
Ｍ
Ａ

Ｂ
）
計
画
国
際
調
整
理
事
会
の
審
議
を

経
て
決
定
さ
れ
た
。
只
見
は
ブ
ナ
を
は

じ
め
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
な
ど
が
原

生
的
な
状
態
で
広
く
存
在
す
る
地
域
、

南
ア
ル
プ
ス
は
急
峻
な
山
岳
環
境
に
多

数
の
固
有
種
が
生
息
す
る
地
域
だ
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス

コ
の
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
に
お
け
る
事
業
の
一

つ
。
１
９
７
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
登

録
さ
れ
た
地
域
は
「
保
存
機
能
（
生
物

社
会
の
共
生
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

　

ま
た
、
同
理
事
会
で
は
、
す
で
に
登

録
さ
れ
て
い
た「
志
賀
高
原
」（
群
馬
県
、

長
野
県
）
の
登
録
地
域
を
拡
大
す
る
決

定
も
な
さ
れ
た
。
こ
れ
で
国
内
で
登
録

さ
れ
た
地
域
は
、
こ
の
３
地
域
の
ほ
か

「
白
山
」（
石
川
県
、
岐
阜
県
、
富
山
県
、

福
井
県
）、「
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
」（
奈

良
県
、
三
重
県
）、「
屋
久
島
」（
鹿
児

島
県
）、「
綾
」（
宮
崎
県
）
の
合
計
７

カ
所
と
な
っ
た
。
登
録
総
数
は
２
０
１

４
年
６
月
現
在
で
１
１
９
カ
国
の
６
３

多
様
性
の
保
全
）」「
経
済
と
社
会
の
発

展
」「
学
術
的
研
究
支
援
」
と
い
う
３

つ
の
機
能
の
達
成
を
目
指
す
。
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
自
然
遺
産
が
登
録
地
域
の
保

護
や
保
全
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
自
然
と
人
間

国
内
７
カ
所
に
、志
賀
は
拡
張
登
録
も

１
地
域
。

　

な
お
、

ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー

ク
は
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」
の
学
習
の
場
と
し
て

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
年
11
月

に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世

界
会
議
が
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
る
。【
２
面
に
関
連
記
事
】

環境政策最前線
識者COLUMN

電
気
の
管
理
、外
部
委
託
範
囲
拡
大

主
任
技
術
者
に
活
躍
の
場
広
が
る
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10
月
８
日
は

約
３
年
ぶ
り
に

日
本
全
国
で
皆

既
月
食
に
な
る

そ
う
だ
。太
陽
、

地
球
、
月
が
一
直
線
に
並
び

地
球
の
影
に
月
全
体
が
入
り

込
む
。
た
だ
地
球
の
影
に
隠

れ
て
し
ま
っ
て
も
、
曇
り
の

日
は
別
に
し
て
、
月
は
大
抵

か
す
か
な
赤
い
色
を
し
て
、

そ
の
姿
を
観
察
で
き
る
。

▼
影
に
入
っ
て
も
皆
既
月
食

の
月
が
見
え
る
理
由
は
地
球

に
大
気
が
あ
る
か
ら
。
大

気
は
太
陽
の
光
を
屈
折
さ

せ
、
本
来
な
ら
影
に
な
る
は

ず
の
部
分
に
ま
で
赤
い
光
を

曲
げ
て
届
け
る
。
赤
い
光
は

波
長
が
長
く
大
気
中
の
チ
リ

に
も
拡
散
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
い
。
逆
に
青
い
光
は
波
長

が
短
く
チ
リ
に
拡
散
さ
れ
て

影
の
部
分
に
は
入
り
込
ま
な

い
。
拡
散
さ
れ
ず
に
届
い
た

ほ
の
か
に
赤
い
光
が
、
月
食

の
月
を
照
ら
し
て
い
く
。

▼
そ
れ
で
も
必
ず
赤
い
月
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
。
オ
レ

ン
ジ
色
に
近
い
明
る
い
赤
色

の
こ
と
も
あ
れ
ば
暗
く
て
ほ

と
ん
ど
見
え
な
い
場
合
も
あ

る
。
こ
れ
は
ど
う
や
ら
大
気

中
の
チ
リ
の
量
に
関
係
が
あ

る
ら
し
い
。
大
き
な
火
山
活

動
で
火
山
灰
な
ど
が
成
層
圏

ま
で
達
し
た
あ
と
は
、
赤
い

光
も
多
量
の
チ
リ
に
拡
散
さ

れ
て
し
ま
い
影
の
部
分
ま
で

到
達
で
き
な
い
よ
う
だ
。

▼
ふ
と
気
に
な
っ
て
、
月
の

明
暗
を
左
右
す
る
大
気
の
チ

リ
の
量
に
、
人
間
の
活
動
が

影
響
を
与
え
て
は
い
な
い
か

調
べ
て
み
た
。
だ
が
相
当
す

る
記
述
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
少
し
だ
け
ほ
っ
と
し
て

月
を
眺
め
ら
れ
る
。

パッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開

広
が
る
スマ
ー
ト
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
への
期
待

2016
年 
電
力
小
売
り
全
面
自
由
化

規
制
も
課
さ
れ
る
。

　

現
行
で
の
一
般
電
力
事
業

（
大
手
電
力
10
社
）
や
特
定

規
模
電
気
事
業
（
新
電
力
）

と
い
っ
た
区
分
は
な
く
な

▼
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関

　

２
０
１
３
年
11
月
に
成
立

し
た
第
１
弾
の
改
正
電
気
事

業
法
に
よ
り
、
設
立
が
決
ま

っ
た
組
織
。
２
０
１
５
年
４

月
に
発
足
す
る
予
定
。
一
部

の
地
域
で
電
力
不
足
が
発
生

し
た
と
き
な
ど
、
電
力
会
社

の
営
業
区
域
を
ま
た
い
で
不

足
分
を
融
通
し
合
え
る
よ
う

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
中
枢
機

関
の
役
割
を
担
う
。
こ
の
機

関
に
は
、
大
手
電
力
会
社
、

発
電
事
業
者
、
新
電
力
の
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て

お
り
、
特
定
企
業
の
利
益
に

か
た
よ
ら
な
い
よ
う
中
立
的

り
、
発
電
・
送
配
電
・
小
売

り
の
３
種
の
事
業
ご
と
に
規

制
が
課
さ
れ
る
（
発
電
は
届

出
制
、
送
配
電
は
許
可
制
、

小
売
り
は
登
録
制
）。

　

電
気
の
安
定
供
給
の
た
め

の
措
置
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

小
売
り
事
業
者
に
は
、
需
要

を
賄
う
た
め
の
必
要
な
供
給

力
の
確
保
が
義
務
づ
け
ら
れ

づ
け
る
（
料
金
は
需
要
家
全

体
の
負
担
で
平
準
化
さ
せ

る
）。

　

電
事
法
改
正
と
同
時
に
、

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
の

買
い
取
り
義
務
を
小
売
り
事

業
者
に
課
す
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
、
先
物
取
引
の
対
象
に

「
電
力
」
を
追
加
す
る
商
品

先
物
取
引
法
の
一
部
改
正
も

成
立
し
て
い
る
。

る
。
送
配
電
網
を
持
つ
大
手

電
力
に
は
、
離
島
な
ど
の
需

要
家
に
対
し
て
も
、
ほ
か
の

地
域
と
変
わ
ら
な
い
料
金
水

準
で
電
気
を
送
る
よ
う
義
務

が
、
家
庭
な
ど
の
電
気
は
地

域
の
大
手
電
力
会
社
か
ら
し

か
買
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
が
２
０
１
６
年
以
降
は

ほ
か
の
事
業
者
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
市
場

規
模
は
７
・
５
兆
円
。
契
約

件
数
は
８
４
０
０
万
件
に
の

ぼ
る
。
た
だ
し
、
消
費
者
保

護
を
図
る
た
め
、
競
争
が
十

分
に
進
む
ま
で
の
間
は
経
過

措
置
と
し
て
一
般
電
力
事
業

者
の
規
制
料
金
は
継
続
さ
れ

る
。
小
売
り
事
業
者
に
は
、

契
約
条
件
の
説
明
義
務
や
書

面
交
付
義
務
、
苦
情
処
理
義

務
と
い
っ
た
消
費
者
保
護
の

　

今
回
の
電
事
法
改
正
は
、

政
府
が
進
め
る
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
第
２
段
階
。
第
１

段
階
の
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関
の
設
立
を
定
め
た
第

１
弾
改
正
電
事
法
は
す
で
に

成
立
し
て
お
り
、
来
年
か
ら

本
格
的
に
動
き
出
す
。

　

第
２
弾
で
あ
る
今
回
の
改

正
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
規
制

部
門
と
さ
れ
て
き
た
小
規
模

店
舗
や
一
般
家
庭
へ
の
電
力

小
売
り
に
参
入
規
制
を
な
く

し
た
。
現
在
は
工
場
、ビ
ル
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
大
口
の
需
要

家
が
、
電
気
の
供
給
先
を
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

第
２
弾 
改
正
電
気
事
業
法
が
成
立

　

２
０
１
４
年
６
月
、
電
力
小
売
り
の
全
面
自
由
化
を
柱
と
し
た
電
気
事
業
法
（
以
下
、
電

事
法
）
改
正
案
が
国
会
で
可
決
、
成
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
手
電
力
会
社
10
社
だ
け
に
限
ら

れ
て
い
た
一
般
家
庭
向
け
の
電
力
市
場
が
２
０
１
６
年
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

電力小売りの全面自由化

な
組
織
運
営
を
目
指
す
。

　

電
力
小
売
り
の
自
由
化
を

促
進
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
整

備
や
、
送
電
線
ま
た
は
発
電

所
の
効
率
的
な
建
設
計
画
な

ど
も
受
け
持
つ
。

2014年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
５

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た
「
サ
イ
セ
イ
シ

（
再
生
紙
）」
が
正
解
で

し
た
。
今
回
も
８
面
に

楽
し
い
パ
ズ
ル
を
用
意

し
ま
し
た
の
で
、
ふ
る

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

答えは「サイセイシ」
（再生紙）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

目標1  極度の貧困と飢餓の撲滅

目標2  普遍的な初等教育の達成

目標3  ジェンダーの平等の推進と
女性の地位向上

目標4 幼児死亡率の引き下げ

目標5  妊産婦の健康状態の改善

目標6  ＨＩＶ／エイズ、マラリア、
その他の疾病の蔓延防止

目標7  環境の持続可能性の確保

目標8  開発のためのグローバル・
パートナーシップの構築

　

２
０
１
４
年
６
月
、
政
府

は
２
０
１
３
年
度
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
年
次
報
告

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
）」
を
閣

議
決
定
し
た
。
今
回
の
白
書

は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
を
受
け
、
各
種
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
位
置
づ
け
と
政
策

の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
２
０

１
４
年
４
月
閣
議
決
定
）
の

背
景
を
解
説
し
て
い
る
の
が

特
徴
。
３
部
構
成
の
後
半
と

な
る
第
２
部
と
第
３
部
で
例

年
と
同
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動

向
と
関
連
施
策
に
つ
い
て
述

べ
、
冒
頭
の
第
１
部
で
基
本

計
画
の
背
景
や
原
発
事
故
関

連
の
情
報
を
記
述
し
て
い

る
。

　

こ
の
第
１
部
の
最
初
に
言

及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の

脆
弱
性
。
震
災
前
よ
り
自
給

率
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
る

と
指
摘
。
原
発
が
通
常
稼
働

し
て
い
た
２
０
１
０
年
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
19
・

９
％
あ
っ
た
が
、
２
０
１
２

年
時
点
は
６
・
０
％
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
協
力

開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加

盟
国
34
カ
国
の
う
ち
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
に
次
い
で
低
い
33

位
。
ち
な
み
に
１
位
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
６
７
７
・
４
％
だ
。

ま
た
、
電
力
に
お
け
る
化
石

燃
料
の
依
存
度
も
２
０
１
０

年
度
に
62
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
２
０
１
３
年
度
で
は
88

％
に
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
１
９
７
３
年
度
に
記
録
し

た
80
％
も
上
回
る
水
準
に
な

っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
危
う
い
情
勢
に

対
応
す
る
施
策
の
記
述
も
あ

る
。
例
え
ば
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
の
拡
大
や
電
力
ピ

ー
ク
対
策
の
円
滑
化
と
い
っ

た
「
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
の
実
現
」
の
た
め
の

法
改
正
、
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
に
代
表
さ
れ
る
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

加
速
」
な
ど
。
そ
れ
ら
は
原

発
事
故
後
に
講
じ
ら
れ
た
取

り
組
み
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
背
景
を
解
説

日本の一次エネルギー自給率の推移（%）

２
０
１
３
年
度
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
」

セ ッ ス イ サ
ッ 　 セ 　 ス
サ マ ー タ イ
　 ブ ル イ 　
ボ シ 　 キ ゴ

出所： 「平成 25年度エネルギーに関する年次
報告」（エネルギー白書2014）

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

（
年
）

原　

油

天
然
ガ
ス

原
子
力

水　

力

再
生
エ
ネ
等

２
０
１
０
19.9 0.1 0.6 15.0 1.4 2.7

２
０
１
１
11.2 0.2 0.7 5.8 1.6 3.1

２
０
１
２

6.0 0.1 0.7 0.6 1.5 3.1

只　見 南アルプス

出所： 経済産業省「電気事業法等の一部を改正する法律
について（概要）」をもとに改変

これまでの電力市場 2016年自由化以降

需要家保護のため、大
手電力に対しては、経
過措置として一定期間、
料金規制を継続。

規
模
や
契
約
の
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
の
電
力
会
社
か

ら
で
も
電
気
を
買
え
る
。

供
給
▼
大
手
電
力
ま
た
は
新
電
力

大規模工場
（特別高圧産業用）

デパート、オフィスビル
（特別高圧業務用）

中規模工場（高圧Ｂ）
スーパー、中小ビル

（高圧業務用）
小規模工場（高圧Ａ）

自由化部門

電力量60％
（2012年度時点）

供
給
▼
大
手
電
力
の
み電力量40％

（2012年度時点）

コンビニエンススト
ア、事務所など

（低圧）
一般家庭 （電灯）

規制部門

市場規模 7.5 兆円
契約数 8400万件

http://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/frontline_38.html


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１４年 （平成２６年） 秋季　第38号　【季刊】

よ
る
も
の
だ
。
軽
井
沢
の
ホ
タ

ル
は
現
地
の
も
の
で
は
な
く
、

関
西
地
方
の
も
の
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
原
因
は
定
か
で
は
な

い
が
、
人
間
活
動
の
影
響
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
生
態
系

の
調
和
を
乱
す
引
き
金
に
は
、

人
為
起
源
と
さ
れ
た
地
球
温
暖

化
も
含
ま
れ
る
の
だ
か
ら
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
強
い
て
き

た
人
類
は
そ
の
発
展
を
止
め
、

自
然
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
だ

け
で
暮
ら
す
狩
猟
採
集
社
会
に

戻
る
べ
き
な
の
か
。
当
社
は
そ

う
は
考
え
な
い
。
発
展
し
続
け

る
こ
と
が
、
進
み
続
け
る
こ
と

が
、
環
境
問
題
を
克
服
す
る
道

と
確
信
し
て
い
る
。
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
と
い

う
温
暖
化
対
策
は
ま
さ
に
そ
の

進
み
続
け
る
行
為
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
対
策

も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
の
も

事
実
。
東
日
本
大
震
災
以
降
の

日
本
で
は
温
暖
化
対
策
の
議
論

が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。
目
の
前

の
電
力
不
足
に
対
し
、
原
子
力

発
電
に
代
わ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
多
い
火
力
発
電

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
か
ら
だ
。

産
業
界
や
家
庭
で
の

省
エ
ネ
は
浸
透
し
て

い
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
は
減
っ
て

い
る
が
、
発
電
時
の

排
出
量
が
増
加
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、

今
で
き
る
対
策
は
大

き
く
２
つ
あ
る
。
一

つ
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
少
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
増
や
す
こ

と
。
も
う
一
つ
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
さ

ら
に
減
ら
す
こ
と
。

　

前
者
は
、
太
陽
光

や
風
力
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

期
待
が
か
か
る
。
発

電
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
は
ゼ
ロ
だ
。
２
年
前
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
」
で
設
備
は
急
増
。
自

然
変
動
電
源
の
た
め
、
安
定
電

源
と
は
い
え
な
い
が
２
０
１
４

年
４
月
末
時
点
で
原
子
力
発
電

所
約
10
基
分
に
相
当
す
る
９
７

７
万
㌔
㍗
の
設
備
が
導
入
さ
れ

た
。
た
だ
一
方
で
、
こ
の
制
度

に
よ
る
需
要
家
負
担
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
一
般
家

庭
で
は
月
額
２
０
０
円

を
超
え
て
い
る
。
家
庭

の
何
倍
も
電
気
を
使
う

企
業
か
ら
不
満
が
出
始

め
て
も
お
か
し
く
は
な

い
状
況
だ
。
買
取
価
格

は
毎
年
下
が
っ
て
は
い

る
が
、
設
備
認
定
の
時

期
で
価
格
は
決
定
し
、

20
年
間
保
証
さ
れ
る
と

い
う
現
行
制
度
に
お
い

て
は
、
負
担
が
解
消
さ

れ
る
の
は
ま
だ
先
の
こ

と
で
あ
る
。

　

負
担
増
と
い
う
側
面

は
あ
る
も
の
の
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
確
実

に
進
み
、
拡
大
へ
の
追

い
風
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
送
配
電
網
の
強

化
や
今
後
の
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
に
よ
る
送
配

電
網
の
広
域
運
用
が
実
現
す
れ

ば
、
自
然
変
動
の
吸
収
も
可
能

に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
知
恵
と

技
術
力
を
集
結
す
る
こ
と
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
点

　

今
年
４
月
、
経
済
産
業
省
の

電
力
需
給
検
証
小
委
員
会
で
、

２
０
１
２
年
度
の
電
力
分
野
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
２
０

１
０
年
度
比
で
約
１
億
１
２
０

０
万
㌧
増
加
し
た
と
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
は
約
３
割
の
増
加
に

相
当
す
る
。

　

増
加
の
原
因
は
原
子
力
発
電

所
の
稼
働
停
止
で
、
火
力
依
存

度
が
東
日
本
大
震
災
前
の
約
６

割
か
ら
約
９
割
に
高
ま
っ
た
こ

と
。
そ
の
火
力
発
電
所
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
や
環
境
性
能

の
劣
る
旧
式
の
施
設
も
多
い
。

寿
命
と
さ
れ
る
40
年
を
超
え
た

老
朽
火
力
設
備
だ
。

　

老
朽
火
力
の
設
備
容
量
は
震

災
前
の
２
０
１
０
年
度
と
比
較

し
て
、
２
０
１
３
年
度
は
約
２

倍
（
１
１
６
５
万
㌔
㍗
か
ら
２

４
７
９
万
㌔
㍗
）
に
増
加
。
特

に
石
油
火
力
の
老
朽
設
備
は
１

９
０
万
㌔
㍗
か
ら
１
１
４
５
万

㌔
㍗
と
約
６
倍
に
も
な
っ
て
い

る
。
燃
料
を
高
温
で
燃
や
し
続

け
る
火
力
発
電
は
傷
み
や
す
い

う
え
、
稼
働
に
は
熟
練
の
技
術

が
必
要
で
あ
る
。
現
場
へ
の
大

き
な
負
担
と
潜
在
的
リ
ス
ク
を

抱
え
た
ま
ま
高
稼
働
が
強
い
ら

れ
て
い
る
状
況
だ
。
維
持
管
理

費
の
増
加
と
い
っ
た
コ
ス
ト
面

の
影
響
も
大
き
い
。

　

燃
料
費
に
つ
い
て
は
、
原
子

力
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し

て
利
用
し
て
い
た
震
災
前
（
２

０
０
８
〜
２
０
１
０
年
度
の
平

均
）
に
比
べ
、
２
０
１
３
年
度

は
約
３
・
６
兆
円
増
加
（
単
純

に
人
口
で
割
る
と
、
国
民
一
人

当
た
り
３
万
円
強
の
負
担
増
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求められる電力供給と窮状を救う知恵

加
）し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
内
の
航
空

宇
宙
関
連
や
医
療
機
器
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
長
年

培
っ
た
技
術
と
革
新
的
な
技
術

の
融
合
と
い
っ
た
今
ま
で
に
な

い
発
想
の
転
換
で
、
省
エ
ネ
性

能
の
高
い
新
し
い
産
業
の
カ
タ

チ
を
切
り
開
く
挑
戦
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
製
造
分
野

で
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
鋳

造
の
工
程
を
、
特
殊
な
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で
の
作
業
に
置
き
換

え
る
技
術
。
金
属
粉
末
を
溶
か

し
て
形
を
つ
く
り
、
小
さ
な
部

品
で
あ
れ
ば
鋳
造
で
１
週
間
程

か
か
る
作
業
を
24
時
間
程
度
で

こ
な
す
と
い
う
。
当
然
、
電
力

消
費
量
も
格
段
に
下
が
る
だ
ろ

う
。
技
術
革
新
が
省
エ
ネ
に
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
は
産
業
構
造

の
転
換
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性

が
ど
の
よ
う
に
進
む
に
し
ろ
、

基
幹
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
力
の

問
題
を
解
決
す
る
知
恵
と
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
技

が
確
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
６
月
、
経
済
産

業
省
は
、「
水
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
の
加
速
」
と
副

題
を
つ
け
た
「
水
素
・
燃
料
電

池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
発

表
し
た
。
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

水
素
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ

い
て
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
目
標
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化

し
た
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
今
か
ら

進
め
て
い
く
も
の
、
２
０
２
０

年
代
後
半
の
実
現
を
目
指
す
も

の
、
２
０
４
０
年
頃
に
到
達
さ

せ
る
も
の
と
い
う
３
つ
の
フ
ェ

ー
ズ
で
構
成
さ
れ
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
、
家
庭
用

燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

据
え
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
、
水
素
発

電
の
本
格
導
入
も
目
標
に
加
え

た
。
２
０
２
０
年
頃
に
は
自
家

用
、
２
０
３
０
年
頃
に
は
発
電

事
業
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
導
入
し

始
め
る
工
程
を
描
い
て
い
る
。

　

２
０
４
０
年
頃
の
達
成
を
目

指
す
フ
ェ
ー
ズ
３
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
考
慮
。
水
素
を
製

　

人
類
の
発
展
は
地
球
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
へ
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　

各
地
で
観
測
史
上
最
高
の
雨

量
や
酷
暑
が
襲
っ
た
今
夏
の
日

本
列
島
。
こ
の
要
因
の
一
つ
に

地
球
温
暖
化
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
国
連
の
「
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）」
は
温
暖
化
の
原
因
は
人

間
の
活
動
で
あ
る
と
ほ
ぼ
断
定

し
た
。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た
。
本
来

生
存
し
な
い
地
域
に
外
来
種
が

繁
殖
す
る
な
ど
生
態
系
へ
の
影

響
も
、
多
く
は
人
間
の
活
動
に

造
す
る
際
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
用
い
て
Ｃ
Ｏ
２

フ

リ
ー
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立

さ
せ
る
。

　

水
素
・
燃
料
電
池
関
連
市
場

の
規
模
は
、
国
内
だ
け
で
２
０

３
０
年
に
約
１
兆
円
、
２
０
５

０
年
に
約
８
兆
円
ま
で
拡
大
す

る
と
の
試
算
が
あ
る
。
こ
の
分

野
で
現
在
、
特
許
出
願
件
数
が

世
界
第
１
位
の
日
本
は
、
強
い

競
争
力
を
持
っ
て
お
り
、
取
り

組
み
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

や
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
現
状

で
普
及
し
つ
つ
あ
る
水
素
利
用

の
技
術
を
よ
り
拡
大
さ
せ
て
い

く
。
コ
ス
ト
の
低
減
や
バ
ス
な

ど
業
務
用
車
両
へ
の
活
用
も
見

　

エ
コ
ガ
イ
ド
で
は
、
こ
れ
ら
の
工

夫
を
児
童
自
ら
が
考
案
し
た
実
験
を

通
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
例
え

ば
「
風
の
や
ぐ
ら
」
は
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
利
用
し
風
の
流
れ
を
見
え
る
化
。

二
重
ガ
ラ
ス
を
使
用
す
る
保
健
室
で

は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
熱
を
当
て
て
二
重

ガ
ラ
ス
と
通
常
の
ガ
ラ
ス
と
の
違
い

を
手
で
触
れ
て

確
認
す
る
。

　

学
校
長
の
坪

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

ト
イ
レ
も
立
派
な
教
材
に

　

エ
コ
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
す
る
た

め
の
準
備
は
入
学
と
同
時
に
始
ま

る
。
１
〜
４
年
生
は
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
や
野
菜
の
育
成
な
ど
を
通
し

て
、
自
然
環
境
へ
の
愛
着
や
共
生
の

心
を
育
む
。
５

年
生
に
な
る
と

実
際
に
校
舎
を

教
材
と
し
て
、
周
囲
の
自
然
環
境
と

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
校
舎
の
省
エ

ネ
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
同
校
で
は
環
境
教
育
の
教

材
と
し
て
ト
イ
レ
に
着
目
し
た
。
ト

イ
レ
は
誰
も
が
毎
日
利
用
す
る
、
最

も
身
近
な
生
活
空
間
。
児
童
は
「
エ

コ
ス
タ
デ
ィ
カ
ー
ド
」
と
い
う
オ
リ

ジ
ナ
ル
教
材
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち

の
考
え
た
「
理
想
の
ト
イ
レ
」
に
点

数
を
つ
け
る
。
そ
の
点
数
を
仲
間
同

士
で
比
較
し
な
が
ら
、
再
び
快
適
性

と
エ
コ
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
。

教材は大規模改修した校舎

シリーズ
　

愛
知
県
豊
田
市
に
あ
る
市
立
土
橋

小
学
校
で
は
、
校
舎
を
教
材
と
し
て

最
大
限
に
活
用
し
た
環
境
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

土
橋
小
学
校
で
は
、
２
０
０
９
年

度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
環
境
省
の

進
め
る
「
学
校
エ
コ
改
修
と
環
境
教

育
事
業
」
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
校
舎

の
大
規
模
な
エ
コ
改
修
を
実
施
し

２
０
３
０
年
に
水
素
発
電
所

電
気
の
管
理
、外
部
委
託
範
囲
拡
大

電
気
主
任
技
術
者
、必
要
実
務
年
数
を
緩
和

た
。
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
建
屋
を

「
環
境
に
配
慮
し
た
校
舎
」
と
し
て

改
修
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育

の
教
材
と
し
て
も
活
用
す
る
点
。
設

計
段
階
か
ら
教
職
員
や
児
童
が
設
計

会
社
と
と
も
に
計
画
に
参
加
し
、
教

材
と
し
て
の
使
い
道
も
考
慮
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

へ
と
改
修
を
進
め
て
き
た
。

 

生
徒
が
校
舎
の
エ
コ
を
紹
介

　

校
舎
を
使
っ
た
環
境
教
育
の
一
つ

が
６
年
生
児
童
に
よ
る
「
エ
コ
ガ
イ

ド
」
だ
。
児
童
が
校
舎
内
を
め
ぐ
り

な
が
ら
新
入
生
や
来
校
者
に
向
け
、

校
舎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
エ
コ

な
工
夫
と
仕
組
み
を
紹
介
す
る
。
校

舎
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
光
を
遮
る

ル
ー
バ
ー
、
風
の
流
れ
を
促
す
た
め

に
屋
上
ま
で
吹
き
抜
け
に
し
た
通
気

口
（
風
の
や
ぐ
ら
）、
緑
の
カ
ー
テ

ン
が
観
察
で
き
る
渡
り
廊
下
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
施
さ
れ
、
環
境

に
配
慮
し
た
校
舎
と
な
っ
て
い
る
。

eco topicseco topics
入
域
料
の
徴
収
で
自
然
保
全

　

２
０
１
４
年
６
月
、
自
治
体
が
国

立
公
園
や
名
勝
地
な
ど
を
区
域
指
定

し
て
入
域
料
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
環

境
保
全
の
費
用
に
あ
て
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
自
然
資
産
区
域
法
（
地

域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環

境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の

推
進
に
関
す
る
法
律
）
が
国
会
で
可

決
・
成
立
し
た
。
公
布
も
同
月
。

　

自
治
体
、
地
元
住
民
、
有
識
者
な

ど
が
協
議
し
て
環
境
保
全
の
必
要
な

「
地
域
自
然
資
産
区
域
」
を
指
定
し
、

そ
こ
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
か
ら
入

域
料
を
受
け
取
れ
る
。
料
金
の
額
や

徴
収
方
法
、
使
途
、
事
業
内
容
も
協

議
の
う
え
「
地
域
計
画
」
を
策
定
し

て
決
め
る
。
入
域
料
は
、
植
生
復
元

事
業
、
登
山
道
の
整
備
、
ト
イ
レ
設

置
な
ど
維
持
管
理
費
に
あ
て
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

「
名
古
屋
議
定
書
」今
月
に
発
効

　

２
０
１
４
年
７
月
、
生
物
多
様
性

条
約
事
務
局
（
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
）
は
、
名
古
屋
議
定
書
の
批

准
国
が
規
定
の
50
カ
国
に
達
し
、
90

日
後
の
10
月
12
日
に
発
効
す
る
と
発

表
し
た
。

　

名
古
屋
議
定
書
は
、
海
外
か
ら
輸

入
し
た
生
物
資
源
を
使
っ
て
開
発
し

た
医
薬
品
な
ど
の
利
益
を
、
資
源
の

提
供
元
で
あ
る
途
上
国
と
開
発
し
た

先
進
国
で
分
け
合
う
こ
と
を
定
め
た

国
際
ル
ー
ル
。
２
０
１
０
年
に
日
本

の
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多
様

性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
）
で
採
択
さ
れ
た
。

　

発
効
の
日
は
韓
国
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
が

開
催
さ
れ
て
い
る
期
間
に
当
た
り
、

そ
れ
と
並
行
し
て
具
体
的
な
運
用
方

法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
る
予
定
。

初
の
国
連
環
境
総
会
、開
催

　

２
０
１
４
年
６
月
、
ケ
ニ
ア
の
ナ

イ
ロ
ビ
で
第
１
回
国
連
環
境
総
会

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
主

催
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）。

２
０
１
２
年
に
開
か
れ
た
国
連
持
続

可
能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）
で
、

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
活
動
を
強
化
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
理
事
会
（
58

カ
国
の
理
事
国
で
構
成
）に
代
わ
り
、

す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
総
会
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
が
そ

の
最
初
の
会
合
。

　

５
日
間
の
討
議
の
結
果
、
大
気
汚

染
、
野
生
生
物
の
違
法
取
引
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
な
ど
へ
の
対

策
強
化
と
い
っ
た
16
の
議
決
が
採
択

さ
れ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
、
11
月
に
名
古
屋
で
開
催

　

５
年
前
の
２
０
０
９
年
に
開
催
が

決
ま
り
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

き
た
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
が
こ
の
11

月
、
愛
知
県
の
名
古
屋
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
る
。

　

今
年
２
０
１
４
年
は
日
本
が
提
唱

し
、
国
連
総
会
で
決
議
さ
れ
た
「
国

連
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
10
年
」
の
最
終
年
に

当
た
り
、
そ
の
活
動
を
締
め
く
く
る

会
合
と
な
る
。
国
内
外
の
閣
僚
や
政

府
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
０
人
を
含

む
数
千
人
規
模
の
参
加
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
岡
山
県
岡

山
市
で
も
国
連
機
関
、
研
究
者
、
学

校
関
係
者
な
ど
各
種
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
が
掲
げ
る
目

標
は
、
①
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10
年
」
で
あ

げ
た
実
績
や
課
題
を
振
り
返
る
「
10

年
の
成
果
の
確
認
」
②
万
人
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
未
来
を
築
く
た
め

の
「
教
育
の
新
た
な
方
向
づ
け
」
③

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
通
じ
た
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
行
動
促
進
」
④
今
後
の

枠
組
み
と
な
る
「
ポ
ス
ト
２
０
１
４

の
た
め
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
策

定
」
│
│
の
４
つ
。

「
掃
除
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
？
」

「
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
な

い
？
」
な
ど
、
使
い
方
も
考
え
て
い

く
。
こ
う
し
た
学
習
で
児
童
は
設
備

と
と
も
に
、
使
い
手
の
意
識
や
行
動

も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

く
。
そ
の
意
識
は
快
適
性
と
エ
コ
の

視
点
を
超
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
災

害
時
に
必
要
な
も
の
な
ど
の
提
案
へ

と
広
が
っ
て
い
く
。

　

坪
井
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
環
境

教
育
と
い
う
と
自
然
環
境
問
題
に
特

化
し
た
も
の
な
ど
が
注
目
さ
れ
ま
す

が
、
す
べ
て
は
私
た
ち
の
生
活
や
他

の
教
科
と
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
エ
コ
ガ
イ
ド
で
は
国
語
力
も
重

要
で
す
し
、
ト
イ
レ
の
学
習
で
は
子

ど
も
た
ち
自
身
が
福
祉
や
防
災
の
視

点
に
気
づ
い
て
く
れ
た
」。
こ
う
し

た
広
が
り
が
、
個
性
や
自
主
性
も
育

て
る
の
だ
と
い
う
。
６
年
間
の
継
続

し
た
学
習
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

多
く
の
気
づ
き
を
得
て
、
成
長
し
て

い
く
。

水素・燃料電池
戦略ロードマップ発表

　

電
気
の
保
安
管
理
業
務

で
、
外
部
か
ら
の
委
託
を
受

け
ら
れ
る
技
術
者
の
条
件
が

緩
和
さ
れ
た
。
２
０
１
４
年

５
月
に
経
済
産
業
省
が
告
示

を
改
正
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

該
当
業
務
を
受
託
で
き
る

電
気
主
任
技
術
者
は
、
資
格

の
種
類
ご
と
に
実
務
経
験
の

必
要
年
数
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
受
け
持

つ
電
気
設
備
の
大
き
さ
な
ど

に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
一
律
で
年
数
が
決

め
ら
れ
て
い
た
（
第
１
種
＝

３
年
、
第
２
種
＝
４
年
、
第

３
種
＝
５
年
）。
し
か
し
、

今
後
の
技
術
者
確
保
の
観
点

か
ら
、
リ
ス
ク
の
小
さ
い
設

備
に
関
し
て
は
、
必
要
実
務

経
験
の
年
数
を
合
理
化
し
て

い
く
の
が
適
当
と
の
指
摘
が

あ
り
、
電
力
安
全
小
委
員
会

で
審
議
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
改
正
案
が
作
成
さ
れ
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
今
回
の
告
示
改
正
に
至

っ
た
。

　

改
正
さ
れ
た
内
容
は
、
比

較
的
小
規
模
で
あ
る
こ
と
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す
電

気
設
備
の
保
安
管
理
業
務
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

実
務
年
数
が
１
年
少
な
い
技

術
者
で
も
受
託
で
き
る
と
い

う
も
の
。
具
体
的
な
電
気
設

備
の
条
件
は
、
①
容
量
が
３

０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
以
下
の
も
の
②

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
も
の
③

主
遮
断
装
置
の
種
類
が
Ｐ
Ｆ

│
Ｓ
式
の
も
の
│
│
の
３
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。

該
当
す
る
設
備
で
あ
れ
ば
、

第
１
種
は
２
年
、
第
２
種
は

３
年
、
第
３
種
は
４
年
の
実

務
経
験
者
で
あ
れ
ば
保
安
管

理
業
務
を
受
託
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

業
務
を
受
託
で
き
る
技
術

者
の
裾
野
が
広
が
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
技

能
を
眠
ら
せ
て
い
た
人
に
も

活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

と
さ
れ
る
部
分
も
解
消
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
今
で
き

る
対
策
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
さ
ら
な
る
削
減
だ
。
す
ぐ
に

我
々
が
で
き
る
こ
と
。
省
エ
ネ

活
動
で
あ
る
。
た
だ
し
、
我
慢

の
節
電
で
は
な
い
。
賢
い
省
エ

ネ
の
実
行
だ
。
ま
ず
は
「
見
え

る
化
」
か
ら
始
め
、「
理
解
（
わ

か
）
る
化
」
し
、
定
着
す
る
ま

で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
。
こ
の
基

本
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
る
。

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は

な
く
、
資
源
の
無
駄
使
い
を
な

く
す
こ
と
も
重
要
。
リ
サ
イ
ク

ル
や
リ
ユ
ー
ス
な
ど
も
ち
ょ
っ

と
し
た
気
づ
き
か
ら
行
動
を
と

れ
ば
、
や
が
て
習
慣
に
な
る
。

　

人
類
の
発
展
は
地
球
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
に
影
響
を
与
え

て
き
た
。
な
ら
ば
そ
の
発
展
の

方
向
を
環
境
保
全
に
向
け
れ

ば
、
豊
か
な
地
球
環
境
を
つ
く

り
出
す
と
い
う
影
響
も
与
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
戻
す
の
で
は
な

く
進
む
こ
と
で
進
化
す
る
。
そ

れ
が
人
類
で
あ
る
。

実務年数と受託業務範囲

け
の
た
め
ク
イ
ズ
形
式
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
相
手
に
合
わ
せ
た
伝
え
方

も
考
え
る
」
と
話
す
。
ガ
イ
ド
を
通

じ
て
、
伝
え
る
力
（
国
語
力
）
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も
磨
き
が

か
か
る
。
ま
た
学
校
側
も
朝
の
会
に

ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
を
設
け
る
な
ど
、

ガ
イ
ド
と
し
て
成
長
を
み
せ
る
児
童

児
童
の
ガ
イ
ド
が
エコ
の
仕
組
み
解
説

経
産
省

【第15回】 豊田市立土橋小学校

実
施
能
力

一
定
の
小
規
模
設
備
は
受
託
可
能

す
べ
て
の
設
備
で
受
託
可
能

第
１
種

第
２
種

第
３
種

３
年 ４

年

２
年 ５

年

３
年 ４

年
今回の
緩和措置

技
術
者
の
資
格
種
類

実
務
年
数

【写真上】エコガイドの様
子。二重ガラスに触って、
その効果を確認。【下】エ
コスタディカード。エコ改
修を担当した設計事務所
や大学の協力を得て、オリ
ジナルの学習カードを作成
した。

井
富
士
男
さ
ん

は
「
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
た

め
の
言
い
回
し

や
、
実
験
方
法

な
ど
子
ど
も
た

ち
の
説
明
は
ガ

イ
ド
を
重
ね
る

に
つ
れ
ど
ん
ど

ん
上
達
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た

新
入
生
へ
の
説

明
に
は
興
味
づ

戻る道は選ばない
進むことで
環境問題を克服してゆく

http://www.nt-e.jp/
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Environmental Information

　今回の２冊は対談集とデータ集。
どちらも環境関連の話題に触れる
「エコブックス」ながら、異なる分
類の書籍を選んでみた。
　対談集は、秋の夜長を思索にふけ
りながら過ごしたい人に薦める一
冊。データ集は、ビジネスシーンで
のプレゼン資料作成などにも役立て
られる。

　
「
区
域
（
自
治
体
の
単
位
）

で
生
み
出
さ
れ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
区

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
す
べ

て
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
永
続
的
に
区
域
を
維
持
し

て
く
こ
と
が
可
能
」（
８
ペ
ー

ジ
）。
本
書
の
編
者
で
あ
る
永

続
地
帯
研
究
会
で
は
、
そ
う
し

た
場
所
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
永
続

地
帯
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

本
書
は
、
日
本
全
体
に
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
永
続
地
帯
」
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
同
研
究
会

が
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太

陽
光
・
太
陽
熱
、風
力
、小
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
の
供
給

量
や
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
経

済
効
果
な
ど
を
自
治
体
ご
と
に

ま
と
め
た
も
の
。

　

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１
０
０
％
以

上
の
市
町
村
は
52
。
そ
れ
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
永
続
地
帯
だ
。
第
１

位
は
１
１
３
６
％
の
大
分
県
玖

珠
郡
九
重
町
で
、
九
州
電
力
の

八
丁
原
地
熱
発
電
所
が
稼
働
し

て
い
る
町
。
２
位
以
下
も
長
野

県
、
福
島
県
、
熊
本
県
な
ど
の

比
較
的
人
口
が
少
な
く
自
然
豊

か
な
地
域
が
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
。
永
続
地
帯
と
い
う
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
先
進
的
な
の

は
大
都
市
で
は
な
い
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。

　

本
書
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
東

京
都
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は

都
道
府
県
最
下
位
（
47
位
）
の

０
・
31
％
で
、
46
位
は
大
阪
府

の
０
・
49
％
と
な
っ
て
い
る
。

地図で読む 日本の再生可能エネルギー
永続地帯研究会 編

52 の市町村がエネルギー自給率 100％以上

（旬報社　1,300円＋税）
えいぞくちたいけんきゅうかい　
2005 年度末発足。千葉大学公共研
究センターと NPO 法人 環境エネ
ルギー政策研究所（ISEP）による
共同研究組織。「永続地帯」の試算
と公表を実施している。ホームペ
ージ◎ http://sustainable-zone.org/

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
北
の
国
か

ら
』
な
ど
の
脚
本
家
と
し
て
知

ら
れ
る
倉
本
聰
さ
ん
は
、
主
宰

す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

富
良
野

自
然
塾
」
で
環
境
教
育
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
副
塾
長

の
林
原
博
光
さ
ん
を
共
同
質
問

者
と
し
て
、
各
界
の
識
者
へ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
対
談
集
。

　

本
書
で
賢
者
と
呼
ぶ
対
談
相

手
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池

上
彰
さ
ん
、
海
洋
学
者
の
大
島

慶
一
郎
さ
ん
ら
７
人
。「
人
間

と
は
ど
う
い
う
生
き
物
か
、
地

球
と
は
ど
う
い
う
星
か
、
そ
の

関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」（
２

８
１
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
根
源
的

な
問
い
か
け
に
平
易
な
言
葉
で

答
え
て
い
く
。
難
解
と
思
わ
れ

が
ち
な
内
容
が
す
ん
な
り
頭
に

入
る
の
は
、
自
ら
を
愚
者
と
呼

び
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
と
、
は
っ
き
り
聞
く
態

度
を
通
し
た
２
人
の
質
問
者
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

賢
者
の
語
り
は
、
人
間
を
取

り
巻
く
厳
し
い
課
題
も
伝
え
る

が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

思
わ
ず
感
心
す
る
雑
学
知
識
や

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
が
随
所
に
あ
り
読
者
を
飽
き

さ
せ
な
い
。
例
え
ば
氷
の
厚
さ

は
北
極
で
は
平
均
２
〜
３
㍍
な

の
に
南
極
は
３
０
０
０
㍍
ほ
ど

あ
る
、
ス
ト
ロ
ー
を
束
ね
て
強

く
握
る
と
す
べ
て
六
角
形
に
揃

う
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
も
駆
け

落
ち
す
る
…
…
。
自
分
を
愚
者

だ
と
考
え
な
が
ら
内
容
を
素
直

に
受
け
止
め
た
い
本
だ
。

愚者が訊く
倉本聰／林原博光 著

厳しさありユーモアありの賢者の語り

（双葉社　1,000円＋税）
くらもと そう　1935 年、東京都
出身。作家・脚本家・劇作家・演
出家。2006 年より「NPO 法人 富
良野自然塾」を主宰。
はやしばら ひろみつ　1943 年、
鳥取県出身。「NPO 法人 富良野自
然塾」の副塾長。

report─ on the Eco Spot

動
を
起
こ
そ
う
と
２
０
０
９
年
夏
に
ス
タ

ー
ト
し
た
企
画
だ
っ
た
。

　

サ
ン
ゴ
礁
に
は
海
の
生
物
の
４
分
の
１

が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
生
態
系
の

維
持
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
し
か

し
、
沖
縄
本
島
付
近
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
10
年
前
と
比
較
す

る
と
10
分
の
１
程
度
に
減
少
。
こ
の
現
象

は
地
球
規
模
で
進
ん
で
い
る
と
い
う
。　

　

そ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と

す
る
「SAVE the BLUE 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
今
年
で
す
で
に
６
年
目
を
迎
え
、

昨
年
ま
で
に
植
え
付
け
し
た
総
数
は
、
６

２
９
９
株
に
達
し
た
。
３
年
前
に
は
産
卵

　
「
美
し
い
知
恵　

人
へ
、
地
球
へ
。」
こ

れ
は
株
式
会
社 

コ
ー
セ
ー
の
企
業
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
１
９
９
１
年
に
掲
げ
て
以
来
20

年
以
上
も
の
間
、
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
活
動
の
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
う
え

で
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
制

定
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
は
青
。

色
に
込
め
ら
れ
た
「
美
し
い
地
球
」
の
意

味
合
い
は
社
員
の
深
層
心
理
に
も
浸
透

し
、
そ
の
後
の
商
品
開
発
に
も
影
響
を
与

え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

深
い
青
色
の
容
器
が
印
象
的
な
「
雪
肌

精
（
せ
っ
き
せ
い
）」
は
コ
ー
セ
ー
の
主

力
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し

た
。
今
で
は
同
社
の
環
境
保
全
活
動
の
広

告
塔
の
役
割
も
担
う
。
雪
肌
精
シ
リ
ー
ズ

の
購
入
を
通
じ
て
、
サ
ン
ゴ
の
植
え
付

け
費
用
を
寄
付
す
る
「SAVE the BLUE 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん

で
い
る
た
め
だ
。
未
来
に
美
し
い
自
然
を

残
す
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
行

も
始
ま
り
、
30
㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
た
名
護
付

近
の
海
域
ま
で
サ
ン
ゴ
の
卵
が
流
れ
て
い

る
の
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
は
全
国
で
選
抜
さ
れ

た
美
容
ス
タ
ッ
フ
が
「
サ
ン
ゴ
大
使
」
と

な
り
、
沖
縄
で
生
態
系
を
学
び
、
養
殖
の

株
分
け
な
ど
を
体
験
。
そ
の
経
験
を
顧
客

や
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
伝
え
て
い
る
。

　
「
も
と
も
と
は
、
１
つ
の
部
署
が
企
画

を
し
た
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
位
置

づ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
沖
縄
の
海
へ
の

貢
献
と
い
う
実
績
が
伴
っ
た
こ
と
も
あ

り
、社
員
に
も
熱
が
こ
も
っ
て
き
ま
し
た
。

反
響
は
年
々
大
き
く
な
り
、
海
外
へ
も
広

「美しい知恵 人へ、地球へ。」のプロジェクト
サ
ン
ゴ
植
え
付
け
総
数
６
２
９
９
株

環境活動を推進する企業の物語
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が
っ
て
会
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
兼
ね
た
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
で
成
長
し
て
い
ま

す
」（
経
営
企
画
部 

広
報
室 

課
長 

外
丸

純
子
さ
ん
）

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

一
方
、
商
品
開
発
で
は
、「
地
球
環
境

に
も
や
さ
し
い
化
粧
品
づ
く
り
」
に
力
を

注
ぐ
。
特
に
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
重
ね
て
お
り
、
一
部
の
商
品

で
は
化
粧
品
の
箱
を
フ
ィ
ル
ム
包
装
へ
変

更
す
る
こ
と
で
、
使
用
す
る
樹
脂
量
を
約

75
％
削
減
し
た
。
ま
た
、
使
用
後
の
分
別

の
し
や
す
さ
や
廃
棄
量
削
減
を
考
慮
し
た

シ
ン
プ
ル
な
容
器
設
計
も
進
め
て
い
る
。

　

だ
が
、
ひ

と
言
に
環
境

配
慮
型
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
づ

く
り
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
難
し
い
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
化
粧
品
の
容
器

は
手
に
持
っ
た
と
き
の
高
揚
感
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
性
も
必
要
で
、
簡
素
化
と
は
相
反

す
る
も
の
で
す
。
売
上
げ
に
も
直
結
す
る

と
こ
ろ
だ
け
に
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
日
々
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す

が
、
こ
れ
も
本
業
と
環
境
保
全
を
両
立
す

る
た
め
で
す
」（
同 

秦
美
奈
子
さ
ん
）

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
美
し
い
知
恵　

人
へ
、
地
球
へ
。」
は
、
社
員
一
人
ひ
と

り
の
心
に
浸
透
し
て
い
る
。

　

か
け
が
え
の
な
い
地
球
の
自
然
環
境
に

対
し
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
正
し

い
と
思
う
活
動
を
真
摯
に
行
っ
て
い
く
。

そ
れ
が
同
社
の
魅
力
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
源
に
な
っ
て
い
る
。

全国から選抜された
美容スタッフが「サン
ゴ大使」として沖縄を
訪問。養殖のサンゴ
の株分け作業（写真）
などを体験する。

箱入りの商品をフィル
ム包装に変更したこと
で、使用する樹脂量を
約75％削減できた。

この豊田市の記事全文は、ウ
ェブサイト「ニッポン環境都
市探訪」でも閲覧が可能。そ
のほか、紙面では紹介しきれ
なかった写真やトピックも掲
載。豊田市以外の全国の環境
都市情報も多数紹介している。

http://econews.jp/city/

愛
知
県
豊
田
市

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排出を抑えた「低
炭素社会」の実現に向けて、温室効果
ガスの大幅削減などへの取り組みを行
うモデル都市。2014年 3月に新たに
3都市が加わり、現在23の自治体が
政府より選定されている。
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環境モデル都市

「ミライのフツー」体験施設で情報発信
人と環境と技術が融合する環境先進都市「ハイブリッド・シティ とよた」

「とよたエコフルタウン」全景。都市部、林地などさ
まざまな顔を持つ豊田市をコンパクトに再現。屋外で
はコンシェルジュがトヨタ製のパーソナルモビリティ
「Winglet」に乗りながらガイドツアーを実施する。

　

愛
知
県
北
部
に
位
置
す
る
中
核

市
、
豊
田
市
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
本

社
を
置
く
街
だ
。
１
９
５
９
年
の
改

名
以
前
は
「
挙
母
（
こ
ろ
も
）
市
」。

現
在
は
幾
度
か
の
合
併
を
経
て
、
県

第
２
位
の
人
口
と
県
最
大
の
面
積
を

有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
に
国
が
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
に
選
定
。
環
境
活
動
を
本

格
化
さ
せ
た
。
柱
と
し
て
取
り
組
む

分
野
は
５
つ
。
ま
ず
市
の
強
み
で
あ

る
「
交
通
」「
産
業
」「
森
林
」
の
３

分
野
、
そ
し
て
市
民
の
低
炭
素
ラ
イ

で
、
誰
で
も
自
由
に
見
学
で
き
る
。

予
約
を
す
れ
ば
、
約
60
分
の
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
に
も
参
加
可
能
。
ツ
ア
ー
で

は
「Winglet

（
ウ
ィ
ン
グ
レ
ッ
ト
）」

を
操
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
施
設
を
回
れ
る
。

　

入
口
を
抜
け
最
初
に
見
え
て
く
る

建
物
は
、
緑
色
の
「
パ
ビ
リ
オ
ン
」。

緑
色
な
の
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
で
外
壁
に
コ
ケ
の
パ
ネ
ル
が
施

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
屋
上
に
は
20

㌔
㍗
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
も
あ
る
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
内
で
は
施
設
全
体
の

情
報
や
豊
田
市
の
取
り
組
み
を
、
映

像
や
展
示
物
で
紹
介
。「
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
市
内
の
東
山
町
と
高
橋
町
で
行

わ
れ
て
い
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
の
詳
し
い

内
容
が
見
ら
れ
る
。「
発
見
の
森
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
自
然
と
生
物
に
学

ぶ
モ
ノ
づ
く
り
に
触
れ
ら
れ
る
。
こ

こ
に
は
例
え
ば
「
人
工
ク
モ
の
糸
」

が
展
示
さ
れ
、
自
然
界
の
ク
モ
が
吐

き
出
す
糸
を
手
本
に
す
る
こ
と
で
化

石
資
源
に
頼
ら
な
い
製
品
開
発
が
で

き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
学
べ
る
。

　

パ
ビ
リ
オ
ン
の
向
か
い
に
あ
る
の

は
、
電
気
と
水
素
の
充
填
施
設
。

　

電
気
の
ほ
う
は
、「
ス
マ
ー
ト
モ

ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ク
」
と
い
い
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
と
ヤ
マ
ハ
発
動
機
が
協
働

で
展
開
す
る
「Ha:mo RIDE

（
ハ

ー
モ
ラ
イ
ド
）」
の
貸
出
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
た
。
ハ
ー
モ
ラ
イ
ド
と

は
、
超
小
型
電
動
自
動
車
や
電
動
ア

シ
ス
ト
自
動
車
を
活
用
し
た
、
新
た

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
公

共
交
通
と
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

一
体
的
に
捉
え
、
効
率
的
か
つ
環
境

に
や
さ
し
い
〝
移
動
〞
の
在
り
方
を

提
案
し
て
い
る
。

　
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
２

０
１
４
年
度
内
か
ら
販
売
が
開
始
さ

れ
、
今
後
の
普
及
に
も
期
待
が
か
か

る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池
自
動
車
）
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
充
填
設
備
と
し
て
、
来

場
者
の
関
心
が
特
に
高
い
施
設
だ
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
燃
料
電
池
バ
ス

も
駐
車
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、
各

地
に
建
設
さ
れ
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
様
子
を
い
ち
早
く
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

誰
で
も
気
軽
に
豊
田
市
の
取
り
組

み
を
知
り
、学
び
、体
験
で
き
る
「
と

よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」。
２
０
１

４
年
７
月
に
は
10
万
人
の
来
場
者
数

を
記
録
し
、
日
本
の
み
な
ら
ず
約
70

カ
国
も
の
人
々
が
訪
れ
た
。今
後
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
先
進
的
取
り
組
み
を
発

信
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
企
業
と

の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、「
ミ
ラ
イ

の
フ
ツ
ー
」
を
体
現
し
て
い
く
。

フ
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る
「
民
生
」、

さ
ら
に
先
進
環
境
技
術
を
集
約
し
国

内
外
へ
情
報
発
信
す
る
「
都
心
」。

そ
う
し
て
つ
く
り
出
す
都
市
の
将
来

像
を
「
人
と
環
境
と
技
術
が
融
合
す

る
環
境
先
進
都
市『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

シ
テ
ィ 

と
よ
た
』」
と
名
づ
け
た
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
は
、
１
９
９
０
年

比
で
２
０
３
０
年
ま
で
に
30
％
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
50
％
、
そ
れ
ぞ
れ

〝
必
達
〞
と
定
め
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
５
月
、
そ
ん
な
豊
田

市
の
取
り
組
み
を
国
内
外
に
発
信
す

る
場
が
誕
生
し
た
。
次
世
代
の
環
境

技
術
を
誰
で
も
体
感
で
き
る
「
と
よ

た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」で
あ
る
。「
ミ

ラ
イ
の
フ
ツ
ー
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

低
炭
素
社
会
が
人
々
の
生
活
や
街
に

ど
ん
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
を

「
見
え
る
化
」
し
た
体
験
型
の
施
設
。

２
０
１
４
年
４
月
に
、
計
画
し
て
い

た
す
べ
て
の
施
設
が
完
成
し
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
。

　

場
所
は
豊
田
市
駅
か
ら
徒
歩
10
分

ほ
ど
の
市
中
心
部
。
入
場
料
は
無
料

http://econews.jp/newspaper/story/eco_story_08.html
http://econews.jp/newspaper/books/books_38.html
http://econews.jp/city/chubu_kinki/toyota.html
http://www.nt-e.jp/
http://www.nt-e.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

消し忘れ防止効果も
防犯カメラでセキュリティと省エネ

新卒学生の採用へシフト

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

　

日
本
テ
ク
ノ
が
本
格

的
に
新
卒
採
用
を
始
め

た
の
は
２
０
１
２
年
３

月
卒
の
学
生
か
ら
。
そ

れ
ま
で
の
中
途
採
用
主

体
の
求
人
活
動
を
大
き

く
転
換
さ
せ
た
。

　

同
年
の
入
社
は
13

名
、
翌
年
は
27
名
、
そ

し
て
２
０
１
４
年
は
36
名
の
新
卒

者
を
迎
え
入
れ
た
。
新
卒
入
社
採

用
者
へ
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
魅
力
に
つ
い

て
「
社
員
の
熱
意
」「
評
価
制
度
」

「
成
長
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
後

の
求
人
も
新
卒
主
体
へ
と
シ
フ
ト

し
、
２
０
１
５
年
卒
の
学
生
40
名

超
に
内
定
を
提
示
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
新

卒
入
社
し
た
社
員
の
成
長
す
る
姿

や
仕
事
に
向
き
合
う
日
常
を
レ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
日
電
協
（
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
）
の
会

員
向
け
に
「
技
術
者
紹
介
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。
会
員
が

知
り
合
い
の
技
術
者
を
紹
介
し
、
正

式
に
日
電
協
に
入
会
し
た
場
合
、
そ

の
紹
介
者
に
対
し
、
ペ
ア
で
３
泊
４

日
の
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

行
く
先
は
、
北
海
道
ま
た
は
沖
縄

の
い
ず
れ
か
を
選
択
。
北
海
道
な
ら

世
界
遺
産
の
知
床
や
「
博
物
館 

網

走
監
獄
」
な
ど
、
沖
縄
で
は
「
沖
縄

美
ら
海
水
族
館
」
や
首
里
城
な
ど
、

各
地
の
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
だ
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
日
本
テ
ク

ノ
が
負
担
す
る
の
は
往
復
航
空
券
や

ホ
テ
ル
宿
泊
券
だ
け
で
は
な
い
。
観

光
施
設
へ
の
入
場
券
や
体
験
費
用
、

昼
食
代
、
さ
ら
に
は
、
紹
介
に
よ
り

入
会
し
た
技
術
者
へ
の
土
産
代
ま
で

提
供
す
る
。
ツ
ア
ー
で
と
も
に
旅
す

る
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も
日
電
協

の
会
員
。
気
兼
ね
な
く
旅
行
を
満
喫

で
き
る
。

北
海
道
or
沖
縄
へ
招
待

右がトップページ、左は「キ
ュービクルとは？」のリン
ク先。リンク元は、トップ
ページの画面上部のアイ
コンと写真を配置した大き
なボタン。写真にはキュー
ビクル、点検風景、ソーラ
ーパネルなど最新の情景
が並べられている。リンク
先の各ページは縦長の構
成で、読み進むときはスク
ロール操作だけでいい。

　

今
度
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
、
不
審
者
の
動
き
を
人
感
セ
ン

サ
ー
が
と
ら
え
、
自
動
的
に
撮
影
す
る
。
も
ち
ろ
ん
従

来
と
同
様
、不
審
者
侵
入
時
の
ブ
ザ
ー
音
設
定
も
あ
り
、

防
犯
機
能
の
作
動
情
報
は
設
定
し
た
携
帯
電
話
な
ど
の

連
絡
先
に
自
動
音
声
（
ま
た
は
メ
ー
ル
）
で
知
ら
せ
る
。

自
動
撮
影
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
防
犯
設
定
時
、
人
感
セ

ン
サ
ー
の
反
応
時
、
設
定
解
除
の
と
き
の
３
つ
だ
。

　

防
犯
が
主
の
装
置
で
は
な
い
た
め
セ
ン
サ
ー
検
出
範

囲
は
限
ら
れ
事
業
場
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
及
ば

な
い
が
抑
制
の
効
果
は
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
最
後
の

退
勤
者
が
防
犯
機
能
を
セ
ッ
ト
す
る
（
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

の
ボ
タ
ン
を
押
す
）
ル
ー
ル
に
す
れ
ば
、
誰
が
操
作
し

た
の
か
わ
か
る
た
め
、
退
出
時
の
電
気
の
消
し
忘
れ
防

止
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
b 

／ 

Ｑ
２
：
c 

／ 

Ｑ
３
：
d 

／ 

Ｑ
４
：
a 

　

２
０
１
４
年
８
月
、
日
本
テ
ク

ノ
が
提
供
す
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
サ

イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　

高
圧
受
電
設
備
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
に
つ
い
て
、
保
安
点
検
や
新
設

の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

サ
イ
ト
。受
電
設
備
の
概
要
か
ら
、

24
時
間
監
視
の
有
効
性
、
電
気
・

保
安
料
金
の
削
減
方
法
、
事
故
対

策
ま
で
を
網
羅
し
、
大
き
め
の
文

字
や
画
像
、
ボ
タ
ン
を
使
い
、
す

ん
な
り
読
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
て
い
る
。
今
回
の
刷
新
で

「
太
陽
光
と
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
」
の

ペ
ー
ジ
も
追
加
。
太
陽
光
発
電
か

ら
送
電
線
に
つ
な
ぐ「
高
圧
連
系
」

の
情
報
に
対
応
し
て
い
る
。

　

大
き
な
文
字
や
ボ
タ
ン
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
の
閲
覧
だ
け
で
な
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

の
ア
ク
セ
ス
時
に
も
操
作
を
快
適

に
す
る
。
縦
長
に
な
っ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
は
、
ペ
ー
ジ
を
行
き
来
す
る

わ
ず
ら
わ
し
さ
を
解
消
し
た
。

　

ペ
ー
ジ
の
右
下
に
は
常
に
「
問

い
合
わ
せ
」
ボ
タ
ン
が
表
示
さ
れ

る
の
で
思
い
立
っ
た
ら
即
座
に
連

絡
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

考
え
て
い
な
く
て
も
、
電
気
に
関

す
る
情
報
を
入
手
し
た
い
と
き
は

気
軽
に
利
用
し
た
い
サ
イ
ト
だ
。

展示会名称 日　程 開催地 場　所 主　催

全旅連青年部全国大会 都プロジェクト in京都 10/8（水） 京都 京都市「みやこめっせ」 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部

エコテクノ2014 10/8（水）～10/10（金） 福岡 西日本総合展示場 新館 北九州市ほか

第40回外食産業フェア 10/14（火）～10/16（木） 愛知 名古屋市中小企業振興会館　吹上ホール 外食産業フェア協議会

（株）JTB商事　松山営業所販売商品展示会 10/15（水）～10/16（木） 愛媛 松山市総合コミュニティセンター 株式会社 JTB商事

フロンティア21　エレクトロニクスショー2014 10/21（火）～10/22（水） 愛知 名古屋国際会議場　白鳥ホール 中部エレクトロニクス振興会

びわ湖環境ビジネスメッセ2014 10/22（水）～10/24（金） 滋賀 滋賀県立長浜ドーム びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会

にいがた BIZ EXPO2014 10/23（木）～10/24（金） 新潟 新潟市産業振興センター にいがたBIZ EXPO実行委員会

［九州］外食ビジネスウィーク2014 10/28（火）～10/30（木） 福岡 マリンメッセ福岡 ［九州］外食ビジネスウィーク2014実行委員会

メッセナゴヤ2014 11/5（水）～ 11/8（土） 愛知 ポートメッセなごや メッセナゴヤ実行委員会

ビジネスマッチ東北2014 11/6（木） 宮城 夢メッセみやぎ展示棟 一般社団法人 東北ニュービジネス協議会ほか

第15回 ビジネスフェア fromTAMA 11/6（木） 東京 新宿NSビル地下1階イベントホール 西武信用金庫ほか

第18回いたばし産業見本市 11/13（木）～11/14（金） 東京 板橋区立東板橋体育館 いたばし産業見本市実行委員会

第46回 ホテル・旅館・生衛業フェア 11/17（月）～11/18（火） 東京 東京都産業貿易センター 浜松町館 東京都ホテル旅館生活衛生同業組合

REIF ふくしま2014 12/3（水）～ 12/4（木） 福島 ビッグパレットふくしま 福島県ほか

エコプロダクツ2014 12/11（木）～12/13（土） 東京 東京ビッグサイト 一般社団法人 産業環境管理協会ほか

積極的な出展攻勢、継続
　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２

０
１
４
年
10
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
14
の
展
示
会
へ

出
展
を
計
画
し
て
い
る
。

特
に
集
中
す
る
10
月
は
、

７
つ
の
展
示
場
で
ブ
ー
ス

を
展
開
。
東
北
か
ら
九
州

ま
で
広
範
囲
の
地
域
で
、

電
力
供
給
か
ら
保
安
管

理
、
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、電
気
工
事
ま
で
、

電
力
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
い

く
。
電
気
の「
見
え
る
化
」

と
は
何
か
の
答
え
に
、
直

接
触
れ
ら
れ
る
場
を
数
多

く
提
供
し
て
い
る
。

展
示
会

新卒者採用情報

右肩にある小さな四角の中にカメラを搭載。人感センサーで自動撮影。

電気の監視は
これまで通り
完璧にチェック
しながら、不
審者の監視機
能も付加したＥ
ＲＩＡモニター。

新　商　品

紹介キャンペーン ３泊４日の旅プレゼント

Active Life 日電協日本テクノ協力会・日電協情報 Come on NewFace
2014年入社式の様子。日本テクノ求人活動

. 日本テクノに感じている魅力は何ですか？
「社員の熱意」「評価制度」「成長」

（上位を占めたキーワード）
. 社会人になって改めて気づいた自分の価値は？
「自分自身が思っていたよりがんばれる」「目標
へのこだわりの強さ」「負けず嫌いな点」「周り
に恵まれる才能」「案外体育会系」など。
. 入社前の印象と入社後の印象に違いはある？
「違う」 ...............................21 名
「違わない」........................38 名
「どちらともいえない」 .......5 名
※ 「違う」の内容には、「もっと体育会系だと
思っていた」「もっと厳しいと思っていた」「人
を良く見ていてくれる」などがあった。

新卒採用者へのアンケート結果

れ
た
。
前
回
は
部
署
ご
と
７
チ

ー
ム
の
参
加
だ
っ
た
が
、
今
回

は
、
６
つ
の
課
か
ら
１
名
ず
つ

を
選
抜
し
て
、
東
日
本
（
第
１

〜
３
課
）
と
西
日
本
（
第
４
〜

６
課
）
の
各
１
チ
ー
ム
（
作
業

責
任
者
１
名
お
よ
び
作
業
者
２

名
）
を
つ
く
り
、
東
西
対
抗
形

式
で
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

実
技
時
間
が
大
幅
に
増
え
、
実

際
の
年
次
点
検
と
同
じ
工
程
が

審
査
員
の
前
で
披
露
さ
れ
た
。

　

審
査
基
準
の
視
点
は
「
こ
の

法
人
に
年
次
点
検
を
任
せ
ら
れ

る
か
」
と
「
作
業
責
任
者
の
指

示
と
監
督
の
も
と
、
い
か
に
安

全
に
作
業
す
る
か
」。
審
査
の

結
果
、
優
秀
チ
ー
ム
に
は
、
よ

り
安
全
な
作
業
と
判
定
さ
れ
た

東
日
本
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
た
。

　

部
署
を
横
断
し
て
行
わ
れ
る

技
能
確
認
の
催
し
。
こ
の
大
会

は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
場
を
通
し
て
、
安
全
に
業
務

を
遂
行
す
る
た
め
の
情
報
共
有

が
な
さ
れ
て
い
く
。

　

２
０
１
４
年
７
月
、
神
奈
川

県
相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク

ノ
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
の

研
修
施
設
で
、
保
安
管
理
業
務

の
安
全
性
や
技
術
、
作
業
時
の

マ
ナ
ー
な
ど
を
競
う
「
第
５
回

保
安
部
安
全
大
会
」
が
開
催
さ

審査の様子。１チームの実技時間は前回
の45分から大幅に増えて120分に。通
電していない模擬設備を使っている以外
は、通常の年次点検と同じ作業を行う。

安全性・技術力・マナー向上に向けて
第
５
回 

保
安
部
安
全
大
会
開
催

名
古
屋
Ｓ
Ｃ
移
転
で
業
務
拡
充

ウェブ展開 リニュ
ー
ア
ル

移転先情報

愛知県名古屋市熱田区新尾頭2-2-32
勢州館金山ビル6F

電　話 052-217-8570
ＦＡＸ 052-682-1160
移転日 2014年7月28日

　

２
０
１
４
年
７
月
、日
本
テ
ク
ノ
は
、

名
古
屋
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
オ
フ
ィ

ス
を
名
古
屋
市
の
中
区
か
ら
熱
田
区
へ

と
移
転
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
務

所
ス
ペ
ー
ス
は
、
67
・
79
平
方
㍍
か
ら

１
１
４
・
05
平
方
㍍
へ
と
大
幅
に
増
え

た
。
大
き
な
フ
ロ
ア
の
拠
点
へ
移
る
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
ス
ム
ー
ズ
に

推
進
さ
せ
て
い
く
。

研 修 行 事

名古屋サービスセ
ンターの移転先、
勢州館金山ビル。

拠 点 情 報

http://cubicle-hoan.jp/

新
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
登
場

手軽に設定できる防犯機能

タッチパネルで操作

ボタンを押すと自動撮影される。
誰が操作したのか、またきちん
と作動しているかを確認できる。

機能の解除もタッチパネルで操
作。同時に自動撮影も行われる。
起動と解除のタイマー設定も可
能（下記、設定画面で操作）。

タイマーで時間設定すれば
毎日同時刻に起動／解除

ここで画像を確認

ここでカメラ位置も調整で
きる

防犯モード設定画面で細かな調整も可能

▼

操作は簡単なので最
後の退勤者が設定開
始するルールを決めれ
ば、電気の消し忘れ防
止にも役立つ。

※
セ
ン
サ
ー
未
検
出
に
よ
り
撮
影
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

キュービクルサイト
読みやすく変身

　

日
本
テ
ク
ノ
の
主
力
商
品
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
以
下
、Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）」

に
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
が
搭
載
さ
れ
た
。
省
エ
ネ
の
見
張
り
番

の
み
な
ら
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
監
視
役
と
し
て
の
機
能
が
追
加
さ
れ
た
。

http://cubicle-hoan.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140528.html
http://www.nt-e.jp/
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東京・港区 ◎ 表参道ビル

　

東
京
メ
ト
ロ
・
表
参
道
駅
出

口
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
「
表

参
道
ビ
ル
」。
場
所
柄
に
似
合

っ
た
ハ
イ
セ
ン
ス
な
シ
ョ
ッ

プ
、
美
容
室
、
飲
食
店
な
ど
が

入
居
す
る
地
上
５
階
地
下
１
階

の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。　

　

ビ
ル
を
経
営
す
る
有
限
会
社 

昌
栄
企
画
は
、
４
階
で
貸
画
廊

「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス 

リ
ビ
ー

ナ
」、
５
階
で
大
人
の
た
め
の

バ
レ
エ
教
室
「
バ
レ
エ
ス
タ
ジ

オ 

リ
ビ
ー
ナ
」
も
運
営
す
る
。

　

代
表
取
締
役
の
宮
沢
さ
ゆ
り

さ
ん
も
バ
レ
エ
教
室
で
初
心
者

向
け
ク
ラ
ス
の
講
師
を
担
当
。

そ
の
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

や
り
繰
り
し
な
が
ら
ビ
ル
経
営

の
業
務
に
も
手
を
抜
か
な
い
。

例
え
ば
、
２
年
前
ま
で
自
ら
行

っ
て
い
た
電
気
料
金
の
請
求
管

理
。
宮
沢
さ
ん
は
、
当
時
を
振

り
返
り
「
電
気
代
を
家
賃
と
一

緒
に
月
末
に
納
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
月
19
日
ま
で
に
料
金

計
算
を
終
え
て
請
求
書
を
起
票

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
本
当
に
負
担
だ
っ
た
ん
で

す
」
と
話
す
。

　

こ
の
電
気
料
金
に
関
す
る
作

業
を
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
に
し
た

の
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
だ

っ
た
。
電
気
の
保
安
管
理
で
10

年
以
上
も
日
本
テ
ク
ノ
を
利
用

し
て
お
り
、
２
年
前
そ
の
営
業

担
当
か
ら
電
気
料
金
の
収
納
代

毎月20以上のメーター検針作業から解放
精神的な余裕が生まれ、バレエ教室の事業にも好影響

千葉県船橋市 ◎ 熊井倉庫 株式会社

　

千
葉
県
船
橋
市
に
あ
る
熊
井

倉
庫 

株
式
会
社
は
各
種
メ
ー

カ
ー
や
通
販
な
ど
幅
広
い
業

種
・
業
態
に
対
応
す
る
物
流
倉

庫
。
緊
急
時
の
運
送
も
行
う
な

ど
顧
客
の
要
望
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

２
０
１
４
年
２
月
、
倉
庫
の

一
部
に
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の

提
案
す
る
最
新
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

導
入
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
以
降
〝
電

気
の
見
え
る
化
〞
を
活
用
し
省

エ
ネ
を
進
め
ま
し
た
。
最
初
の

う
ち
は
使
用
電
力
の
上
限
を
厳

し
く
設
定
し
警
報
が
頻
繁
に
鳴

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
従
業
員

の
活
動
が
広
ま
り
、
空
調
を
入

れ
替
え
る
と
警
報
は
た
ま
に
鳴

る
程
度
に
。
そ
れ
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

し
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
鳴
ら
な

く
な
っ
た
ん
で
す
。
導
入
は
ま

だ
一
部
で
す
が
効
果
は
大
き
い

で
す
ね
」
と
語
る
の
は
本
社
営

業
所
所
長
の
若
松
大
樹
さ
ん
。

　

今
回
は
同
社
が
持
つ
２
つ
の

棟
の
う
ち
、
１
号
棟
の
１
階
部

分
約
半
分
に
あ
る
蛍
光
灯
34
本

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
も
使
用
電
力
は
約
２
・

８
㌔
㍗
か
ら
１
・
５
㌔
㍗
へ
の

削
減
が
見
込
ま
れ
、
照
度
は
１

５
７
％
以
上
に
ア
ッ
プ
し
た
。

今
後
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
前
向

LEDを導入したエリア。明るくなって作業効率が改善された。

代表取締役の宮沢さゆりさん。

行
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
さ
れ
た
。

宮
沢
さ
ん
は
「
そ
ん
な
に
い
い

も
の
が
あ
る
の
な
ら
」
と
す
ぐ

に
採
用
を
決
め
る
。

　
「
作
業
が
な
く
な
り
、
精
神

的
に
も
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し

た
。
メ
ー
タ
ー
の
検
針
日
と
、

出
張
が
重
な
っ
た
り
し
て
何
度

も
悩
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
」

　

導
入
前
は
、
す
べ
て
の
テ
ナ

ン
ト
に
電
気
料
金
の
請
求
を
出

す
ま
で
２
〜
３
日
の
作
業
を
要

し
て
い
た
。
ま
ず
20
カ
所
以
上

あ
る
子
メ
ー
タ
ー
の
検
針
。
店

舗
の
中
の
配
電
盤
内
に
あ
る
も

の
は
、
来
店
客
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
営
業
時
間
外
を
見
計

ら
い
、
荷
物
が
置
か
れ
て
い
る

と
き
に
は
ど
け
て
も
ら
っ
て
メ

ー
タ
ー
を
確
認
し
た
。
屋
上
の

メ
ー
タ
ー
は
の
ぞ
き
込
め
な
い

奥
ま
っ
た
場
所
に
あ
る
た
め
、

伸
縮
す
る
柄
の
先
に
ミ
ラ
ー
が

つ
い
た
点
検
鏡
を
使
っ
て
読
ん

だ
。そ
う
し
て
集
め
た
数
値
を
、

単
価
や
基
本
料
金
の
配
分
率
な

ど
の
計
算
式
を
入
れ
込
ん
だ
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
。
表
計
算
ソ
フ

ト
の
参
照
さ
せ
る
位
置
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
請
求
書
を
出
力

し
て
い
た
。

　
「
そ
れ
で
も
気
づ
か
ず
に
パ

ソ
コ
ン
操
作
を
ミ
ス
し
て
、
電

気
代
が
お
か
し
い
と
テ
ナ
ン
ト

さ
ん
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
、
そ
ん

な
気
苦
労
も
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
い
う
宮
沢
さ
ん
。
毎
月

あ
っ
た
懸
念
か
ら
解
放
さ
れ
、

日
本
に
は
ま
だ
少
な
い
ロ
シ
ア

ス
タ
イ
ル
の
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

運
営
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

て
い
る
。
以
前
は
一
つ
の

ラ
イ
ン
が
動
く
と
組
み
込

ま
れ
た
機
械
が
す
べ
て
稼

働
し
て
い
た
。
そ
れ
を
、

そ
の
時
々
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
点
数
に
よ
っ
て
増
減
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
動
か

さ
な
い
機
械
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
る
。
だ
が
配
電
盤

に
あ
る
多
数
の
ブ
レ
ー
カ

ー
の
う
ち
、
オ
ン
・
オ
フ

に
相
当
す
る
の
が
ど
れ
か

を
判
断
す
る
の
は
難
し

い
。そ
こ
で
考
え
た
の
が
、

「
わ
か
り
や
す
い
方
法
」。

作
業
点
数
に
よ
っ
て
①
②

③
の
三
段
階
に
分
け
、
そ

の
丸
数
字
の
番
号
シ
ー
ル

を
す
べ
て
の
ブ
レ
ー
カ
ー

に
貼
っ
た
。
こ
れ
で
ラ
イ

ン
を
動
か
す
と
き
す
ぐ

に
、
適
切
な
稼
働
台
数
を

選
択
で
き
る
。

「株式会社 ルビー　葛城・新庄工場」
キーワードは“400と250”　クリーニング機械の稼働ルールで省エネ！

【第 187回】2014 年 1月29日放送分
　

業
績
が
好
調
で
作
業
点

数
が
約
２
割
増
え
て
も
、

電
力
使
用
量
を
約
12
％
削

減
さ
せ
た
の
は
、
奈
良
県

に
あ
る
株
式
会
社 

ル
ビ

ー
の
葛
城
・
新
庄
工
場
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
わ
か
り

や
す
い
方
法
」。
５
つ
の

ラ
イ
ン
で
１
日
最
大
１
万

７
０
０
０
着
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
工
場
で
は
、
ラ

イ
ン
ご
と
に
複
数
の
洗
濯

や
乾
燥
の
機
械
が
稼
働
し

稼働台数を明快に設定

題
に
挑
み
、
工
夫
を
こ
ら

し
て
ピ
ー
ク
削
減
を
成
功

さ
せ
た
の
が
、
静
岡
県
三

島
市
の
サ
ン
ト
・
サ
ー
フ

ェ
イ
ス 

株
式
会
社
だ
。

　

こ
こ
で
は
部
品
の
塗
料

を
定
着
さ
せ
る
た
め
４
台

の
電
気
炉
を
使
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
生
産
工
程
を

少
し
見
直
す
こ
と
で
３
台

の
稼
働
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
よ

り
も
１
台
の
電
気
炉
に
入

れ
る
部
品
数
を
増
や
し
、

入
り
き
ら
な
い
と
き
は
ス

ト
ッ
ク
し
て
お
き
、
次
回

に
回
す
。
作
業
時
間
が
多

少
増
え
て
も
１
日
の
処
理

数
は
変
え
な
い
た
め
納
品

に
は
影
響
は
な
い
。
こ
の

取
り
組
み
で
約
13
％
の
電

力
ピ
ー
ク
削
減
に
つ
な
が

っ
た
。

「サント・サーフェイス 株式会社」
生産スケジュールを見直し！　電気炉のスペースをムダなく活用します

【第 189回】2014 年 2月12日放送分
　

電
気
代
に
占
め
る
基
本

料
金
は
、
そ
の
工
場
が
過

去
１
年
の
間
に
使
っ
た
最

大
電
力
量
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
一
度
ピ
ー
ク
が
跳
ね

上
が
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ

た
高
い
基
本
料
金
を
１
年

間
払
い
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
特
に
消
費
電
力
が
大

き
い
電
気
炉
な
ど
の
機
器

を
複
数
台
同
時
稼
働
す
る

と
、
当
然
ピ
ー
ク
は
高
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
問

同時稼働を避けてピーク削減

ン
プ
で
つ
く
り
出
す
た
め

今
ま
で
１
時
間
必
要
だ
っ

た
。
そ
こ
に
高
価
な
冷
却

装
置
を
組
み
込
む
と
そ
の

時
間
が
30
分
で
済
む
。
と

こ
ろ
が
、
冷
却
装
置
は
消

費
電
力
が
大
き
く
、
稼
働

さ
せ
る
と
驚
く
ほ
ど
電
気

代
が
上
が
る
。
そ
こ
で
社

長
が
決
断
し
、
原
則
と
し

て
冷
却
装
置
の
使
用
を
ス

ト
ッ
プ
。
作
業
時
間
が
長

く
な
る
従
業
員
に
は
、
そ

の
省
エ
ネ
効
果
を
説
明
し

説
得
し
た
。

　

す
る
と
従
業
員
は
快
く

協
力
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
機
械
も
使
い
方
を

工
夫
し
て
稼
働
時
間
を
減

ら
し
電
力
消
費
を
削
減
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
始

め
た
。
止
め
る
決
断
が
従

業
員
の
意
識
も
変
え
た
。

「神村真空メッキ工業 株式会社」
従業員の協力に感謝 !　達人の“決断”が大きな省エネ成果を生む

【第 191回】2014 年 2月26日放送分
　

作
業
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
に
高
価
な
機
械
を
購

入
し
た
が
、
電
気
使
用
量

が
予
想
以
上
に
大
き
か
っ

た
│
│
そ
ん
な
と
き
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
と
れ
ば

よ
い
か
。
一
つ
の
答
え
を

示
し
て
く
れ
た
の
が
愛
知

県
瀬
戸
市
の
神
村
真
空
メ

ッ
キ
工
業 

株
式
会
社
だ
。

　

こ
こ
で
は
真
空
蒸
着
機

と
い
う
機
械
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
真
空
状
態
を
ポ

止める決断で意識の変化

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

良質の光が明るくきれいに照らし出す
LED導入で使用電力は削減、照度は大幅アップ

技術者をたずねて技術者をたずねて

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

い
た
。
だ
が
、
そ
の
処
理

に
は
粉
じ
ん
が
発
生
す

る
。
工
場
内
の
６
台
の
換

気
扇
は
常
時
稼
働
さ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

石
こ
う
を
ロ
ウ
に
変
更
し

た
。
溶
け
て
固
ま
る
ロ
ウ

は
粉
じ
ん
を
発
生
し
な

い
。
こ
れ
で
す
べ
て
の
換

気
扇
が
停
止
で
き
た
。

　

室
内
の
空
気
を
吐
き
出

し
て
い
た
換
気
扇
が
止
ま

る
と
エ
ア
コ
ン
の
効
率
が

上
が
っ
た
。
工
場
内
は
品

質
管
理
の
た
め
、
常
に
26

℃
に
保
つ
必
要
が
あ
る

が
、
夏
場
に
こ
れ
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

設
定
温
度
を
20
℃
ま
で
下

げ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
で

は
26
℃
の
設
定
。
電
力
使

用
量
11
％
の
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

「東京プラスチックス 株式会社」
エアコンの負荷を抑えて省エネ！　換気扇の使い方に注目しました

【第 202回】2014 年 5月14日放送分
　

現
状
を
見
直
し
た
一
つ

の
取
り
組
み
が
連
鎖
的
に

大
き
な
改
善
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
る
。

東
京
都
西
多
摩
郡
の
東
京

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス 
株
式

会
社
が
行
っ
た
加
工
用
材

料
の
見
直
し
は
そ
の
連
鎖

的
な
改
善
の
好
例
だ
。

　

以
前
の
製
造
工
程
で

は
、
部
品
の
削
っ
た
箇
所

を
一
時
的
に
埋
め
る
た

め
、
石
こ
う
を
利
用
し
て

加工材の変更で大きな成果

企業と電気をつなぐ「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

き
に
検
討
し
て
い
る
。

　

導
入
し
た
倉
庫
は
窓
が
少
な

い
た
め
日
中
も
暗
く
、
従
来
の

蛍
光
灯
を
す
べ
て
つ
け
て
も
薄

暗
く
感
じ
、
加
え
て
蛍
光
管
の

劣
化
で
、
チ
ラ
つ
き
や
明
る
さ

の
ば
ら
つ
き
も
あ
っ
た
。「
奥

の
ス
ペ
ー
ス
は
発
送
す
る
衣
類

の
細
か
な
色
の
違
い
が
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
暗
い
場
所
で
し
た
。

そ
れ
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
て
か
ら
は

一
番
明
る
い
箇
所
に
な
り
、
今

で
は
こ
こ
で
検
品
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
」
と
若
松
さ
ん
。
質

の
高
い
明
か
り
が
細
か
な
作
業

の
手
元
を
照
ら
し
、
効
率
は
格

段
に
上
が
っ
た
。

　

導
入
品
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社

製
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ベ
ー
ス
ラ
イ
ト
。

使
用
電
力
は
従
来
の
蛍
光
灯
に

比
べ
約
56
％
少
な
い
。
寿
命
は

約
10
年
。
明
る
さ
と
色
は
規
定

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
。
若

松
さ
ん
も
「
隅
々
ま
で
見
え
る

の
で
倉
庫
内
美
化
の
レ
ベ
ル
が

向
上
し
た
」
と
思
わ
ぬ
効
果
に

驚
い
て
い
る
。
導
入
費
用
も
予

定
よ
り
安
く
満
足
い
く
も
の
だ

っ
た
。

　
「
２
号
棟
は
現
在
、
水
銀
灯

で
す
。
水
銀
灯
は
熱
を
発
す
る

の
で
商
品
へ
の
影
響
を
考
え
、

格
納
す
る
段
ボ
ー
ル
を
低
く
積

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
発
熱
の

少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
れ
ば
ス
ペ

ー
ス
も
有
効
利
用
で
き
る
」
と

若
松
さ
ん
は
次
の
設
備
改
善
に

期
待
を
抱
い
て
い
る
。

　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人『企業編』」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウを紹介していく。今回は「工場内での電気
の使い方における省エネ手法」にスポットを当て
放送回をピックアップした。下に掲載した４回分
も含め、過去の放送を再生できるウェブサイトも
ある。URL は左記。誰でも無料で閲覧可能だ。

本社営業所所長の若松大樹さん。後
ろは熊井倉庫 株式会社の本社。

日本テクノ協力会・日電協 仙台01グループ ◎ 佐藤克也さん

日吉第一ビルの管理部課長・大
髙修二さん（右）と。

が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
で
も

現
場
を
よ
く
知
る
大
髙
さ
ん
の

存
在
は
心
強
い
。

　

大
髙
さ
ん
は
言
う
。「
私
が
ビ

ル
管
理
を
始
め
た
と
き
は
、
電

気
に
関
し
て
は
何
も
わ
か
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
そ
れ
を
助
け

て
く
れ
た
の
が
佐
藤
さ
ん
で
す
。

当
時
の
私
に
も
理
解
で
き
る
言

葉
で
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
電

気
の
先
生
。
点
検
業
務
以
上
の

付
加
価
値
を
提
供
し
て
く
れ
る

方
で
す
」。

　

そ
れ
に
対
し
佐
藤
さ
ん
は
、

大
髙
さ
ん
が
次
々
に
知
識
を
吸

収
し
て
い
く
姿
を
み
て
、
電
気

の
安
全
と
い
う
目
標
に
お
互
い

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
そ
し
て

共
有
で
き
る
関
係
に
喜
び
を
感

じ
た
と
い
う
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
丸
８
年
に
な

り
ま
す
が
、
大
髙
さ
ん
は
点
検

に
い
つ
も
つ
い
て
来
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
メ
モ
を
と
り
、
自

ら
設
備
状
況
を
図
面
に
描
き
起

こ
し
て
記
録
す
る
な
ど
、
何
事

に
も
興
味
を
も
っ
て
聞
い
て
く

れ
る
。
質
問
の
レ
ベ
ル
が
毎
回

上
が
っ
て
い
く
の
で
、
こ
ち
ら

も
刺
激
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔

を
み
せ
る
。

　

こ
こ
に
は
信
頼
の
絆
が
あ
る
。

こ
ん
な
相
互
関
係
が
生
ま
れ
る

事
業
場
は
今
後
も
安
全
が
築
か

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
「
点
検
に
際
し
て
は
お
客
様
の

要
望
を
優
先
し
て
考
え
、
誠
実
な

対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
日
々

の
点
検
で
は
、
設
備
や
稼
働
の
状

況
に
変
化
が
な
い
か
な
ど
、
特
に

現
状
の
把
握
に
努
め
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
後
の
年
次
点
検
時
は
危
険

予
知
を
含
め
、
用
意
周
到
な
準
備

に
気
を
配
り
ま
す
。
す
べ
て
は
事

故
ゼ
ロ
・
ト
ラ
ブ
ル
ゼ
ロ
の
た
め

で
す
」
と
話
す
の
は
、
２
０
０
３

年
12
月
に
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・

日
電
協
（
以
下
、
日
電
協
）
に
入

会
し
、
仙
台
01
グ
ル
ー
プ
に
所
属

す
る
佐
藤
克
也
さ
ん
。
前
職
は
ゼ

ネ
コ
ン
に
勤
務
し
、
工
事
の
計
画

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
を
歴
任
し
50
歳
で
退
職
。

そ
の
後
、
技
術
者
募
集
の
新
聞
広

告
を
見
か
け
た
の
が
縁
で
日
電
協

に
入
会
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
前
職
で
の
現
場

経
験
か
ら
、
安
全
対
策
に
は
並
々

な
ら
ぬ
思
い
が
あ
る
。
点
検
時

に
少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
も

の
は
、
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
初
期
段
階
で
対
応
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
る
。
そ
の
思

い
に
共
感
し
て
く
れ
る
の
が
点

検
先
の
日
吉
第
一
ビ
ル
・
管
理

部
課
長
で
あ
る
大
髙
修
二
さ
ん

だ
。
仙
台
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
。
飲

食
店
や
エ
ス

テ
な
ど
30

も
の
さ
ま

ざ
ま
な
業

態
の
店
舗

が
入
り
、
点

検
の
度
に
状
況

信頼の絆で結ばれた相互関係──

電気の安全という目標を共有する喜び

http://www.812499.jp/job/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140129.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140212.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140226.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140514.html
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
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http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/


導入事例

SMARTMETER ＥＲＩＡ

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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20kW
20kW

　

三
重
県
亀
山
市
、
東
名
阪

自
動
車
道
の
亀
山
イ
ン
タ
ー

を
降
り
て
す
ぐ
に
あ
る
ホ
テ

ル 

デ
ィ
ー
プ
・
シ
ィ
ー
。
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
と
充
実
し
た

設
備
で
利
用
者
の
人
気
を
集

め
る
レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル
だ
。

　

２
０
１
１
年
９
月
に
本
館

へ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
て
効

果
が
実
証
さ
れ
る
と
（
契
約

電
力
17
㌔
㍗
減
、
電
力
使
用

量
19
・
８
％
減
）、
す
ぐ
に

そ
の
半
年
後
、
新
館
に
も
採

用
。
現
在
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
野
村
茂
雄
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
省
エ
ネ
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。

　

通
常
、
照
明
や
空
調
の
稼

働
を
控
え
る
と
い
っ
た
節
電

は
、
施
設
利
用
者
の
快
適
性

を
損
な
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
だ
が
同
ホ
テ
ル
で
は
、

　

ま
た
、
客
室
内
の
玄
関
部

分
は
人
感
セ
ン
サ
ー
で
照
明

が
つ
く
よ
う
に
設
備
を
変

更
。
入
室
後
は
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
な
る
こ
と
が
多
い
照
明

も
、
利
用
者
の
手
間
を
か
け

ず
に
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
入
室
前
の
客
室
の
照

明
は
、
調
光
に
よ
っ
て
暗
め

に
設
定
し
て
お
く
。
シ
ッ
ク

な
雰
囲
気
の
演
出
と
省
エ
ネ

の
２
つ
の
効
果
が
得
ら
れ

る
。
入
室
後
は
利
用
客
が
好

み
の
明
る
さ
に
す
ぐ
調
整
で

き
る
。
こ
こ
で
は
、
利
用
者

の
快
適
性
と
省
エ
ネ
が
両
立

さ
れ
て
い
た
。

省
エ
ネ
活
動
の
成
果
は

電
力
消
費
の
軽
減
と

利
用
客
の
快
適
性

三重県亀山市小野町字桜口 593-7
TEL 0595（82）9467
URL　http://hotel-deepsea.com/
設立 ● 1980年
従業員数 ● 12名
事業内容 ● レジャーホテル

ホ
テ
ル 

デ
ィ
ー
プ
・
シ
ィ
ー

省
エ
ネ
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
に
快
適
性
や
利

便
性
が
高
め
ら
れ
て
い
た
。

　

以
前
、
案
内
パ
ネ
ル
の
部

屋
番
号
を
示
す
部
分
の
明
か

り
は
、
ど
の
部
屋
も
す
べ
て

常
時
点
灯
だ
っ
た
。
だ
が
、

準
備
中
の
部
屋
は
点
灯
の
必

要
は
な
い
。
省
エ
ネ
活
動
を

開
始
し
て
そ
の
無
駄
に
気
づ

き
、
パ
ネ
ル
の
配
線
を
直
し

て
消
灯
す
る
よ
う
に
し
た
。

「
今
ま
で
お
客
様
が
番
号
部

分
の
明
か
り
で
判
断
し
、
間

違
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
も
な
く
な
り
ま

し
た
」と
野
村
さ
ん
は
話
す
。

横須賀ドライビングスクール

ホテル ディープ・シィー

アルファデンタルクリニック

三信産業 ナルト

特別養護老人ホーム 白雪

セレモニーホール 花穂苑

篠田自工

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

ホテル　ディープ・シィー

41.9%削
減

電　力
使用量

　

北
海
道
苫
小
牧
市
に
あ
る

株
式
会
社 

篠
田
自
工
。
約

４
０
０
０
坪
の
広
大
な
敷
地

に
工
場
を
構
え
、
安
心
・
安

全
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
支
え
る

た
め
各
車
種
の
車
検
・
整
備

や
板
金
塗
装
を
行
う
地
元
の

老
舗
企
業
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
を
統
括
す
る

の
は
専
務
取
締
役
の
篠
田
知

幸
さ
ん
。「
年
間
の
電
力
ピ

ー
ク
は
冬
。
塗
装
乾
燥
な
ど

に
使
う
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
の

需
要
が
一
気
に
増
え
ま
す
。

複
数
の
稼
働
が
重
な
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
っ
た
場
合

は
、
止
め
ら
れ
る
も
の
は
止

め
る
。
そ
れ
で
も
駄
目
な
と

き
は
、
一
時
的
に
１
〜
２
℃

程
度
温
度
を
下
げ
る
よ
う
現

場
に
指
示
を
出
し
ま
す
」。

　

取
り
組
み
の
甲
斐
も
あ
り

２
０
０
６
年
に
は
71
㌔
㍗
だ

っ
た
契
約
電
力
が
60
㌔
㍗
ま

で
下
が
っ
た
。「
見
え
る
化

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
後
、
電
気

料
金
の
仕
組
み
を
知
り
、
契

約
電
力
だ
け
み
て
も
大
き
な

削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
社
員
の
省
エ
ネ
に
対

す
る
意
識
も
高
く
な
り
、
こ

ま
め
な
消
灯
は
も
ち
ろ
ん
、

空
調
も
適
切
な
設
定
温
度
で

使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
」。

　
「
環
境
負
荷
低
減
」
を
理

念
に
掲
げ
る
同
社
は
、
省
エ

ネ
設
備
改
善
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
従
来
の
水
銀
灯
に

比
べ
約
７
分
の
１
の
消
費
電

力
で
、
照
度
も
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
３
年
か

け
て
約
60
灯
導
入
。
さ
ら
に

２
０
１
０
年
と
２
０
１
２
年

の
２
度
に
わ
た
っ
て
設
置
工

事
を
行
い
、
計
３
６
５
基
の

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
導
入

し
た
。「
契
約
電
力
は
51
㌔

㍗
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
今

後
も
工
場
全
体
の
省
エ
ネ
や

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
に
努
め
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
と
篠
田
さ
ん
は
笑
顔
で

語
っ
た
。

理
念
に「
環
境
負
荷
低
減
」

社
員
の
省
エ
ネ
活
動
は
も
ち
ろ
ん

設
備
改
善
や
太
陽
光
発
電
も

北海道苫小牧市あけぼの町1-1-6
TEL 0144（55）5252
URL　http://www.shinoda-jk.co.jp/
設立 ● 1969年8月
従業員数 ● 50名
事業内容 ● 各車種車検整備・板金塗装

株
式
会
社 

篠
田
自
工

株式会社 篠田自工

（2010年 2013年）

　

和
歌
山
県
有
田
郡
に
あ
る

株
式
会
社 

ナ
ル
ト
は
、
名

産
品
の
紀
州
南
高
梅
を
使
用

し
た
「
梅
う
ど
ん
」
を
は
じ

め
、
各
種
麺
類
の
製
造
・
販

売
を
手
掛
け
る
企
業
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
麺
の
研
究
・
開
発
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
「
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
が
き

た
か
ら
と
い
っ
て
製
造
は
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
状
況

で
ど
う
省
エ
ネ
を
す
れ
ば
い

い
の
か
、
電
気
の
見
え
る
化

が
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
か
っ

た
」
と
話
す
の
は
、
専
務
取

締
役
の
成
戸
真
司
さ
ん
。
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ラ
フ

で
、
時
間
帯
ご
と
の
使
用
量

の
動
き
を
確
認
し
な
が
ら
、

問
題
点
の
洗
い
出
し
と
、
そ

れ
に
対
す
る
省
エ
ネ
の
方
法

を
模
索
し
て
い
っ
た
。

　

省
エ
ネ
対
策
を
考
え
る
う

え
で
は
、
製
造
工
程
に
支
障

の
な
い
、
す
な
わ
ち
作
業
者

の
負
担
が
増
え
な
い
こ
と
が

第
一
優
先
だ
っ
た
。
そ
こ
で

グ
ラ
フ
の
数
値
か
ら
着
目
し

た
の
は
、
始
業
時
の
デ
マ
ン

ド
値
。
２
台
の
大
型
空
調
と

冷
蔵
室
を
一
気
に
立
ち
上
げ

て
い
た
の
が
ピ
ー
ク
を
押
し

上
げ
る
原
因
と
気
づ
き
、
30

分
の
間
に
時
間
を
ず
ら
し
て

起
動
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

さ
ら
に
４
台
の
冷
凍
庫
の

霜
取
り
に
も
注
意
を
向
け

る
。
そ
れ
ま
で
は
日
に
４
〜

５
回
が
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー

ク
に
関
係
な
く
、
複
数
台
が

重
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら

だ
。
そ
こ
で
霜
取
り
は
、
業

務
終
了
後
の
夜
間
に
３
回
行

い
、
１
台
ず
つ
時
間
を
ず
ら

し
て
タ
イ
マ
ー
設
定
し
た
。

そ
の
後
、
気
化
熱
を
利
用
し

た
霜
取
り
シ
ス
テ
ム
も
導
入

し
、
霜
取
り
の
回
数
を
日
に

１
回
程
度
に
減
ら
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
な
が
ら
随
時
グ
ラ
フ
を
確

認
し
、
作
業
者
に
負
担
を
掛

け
ず
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
を

進
め
て
い
る
。

使
用
量
の
グ
ラ
フ
か
ら

問
題
点
を
洗
い
出
し

無
理
な
い
省
エ
ネ
活
動
を

和歌山県有田郡有田川町小島 288
TEL　0737（53）2461
URL　http://www.fumiko.co.jp/
　（関連会社　株式会社ふみこ農園）

設立●1999年11月／従業員数●30名
事業内容●製麺

株式会社 ナルト

株
式
会
社 

ナ
ル
ト

5kW26kW

9kW

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

7.7%3.3%

18.4%

削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2012年 2013年）（2010年 2014年）

（2013年 2014年）

　

岐
阜
県
瑞
穂
市
に
あ
る
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
花
穂
苑
。

代
表
取
締
役
の
広
瀬
文
明
さ

ん
が
「
喫
茶
室
や
読
書
・
マ

ン
ガ
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て
、

お
客
様
に
は
一
日
中
で
も
安

心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
よ
う
に
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
第
一
に
考

え
る
葬
儀
施
設
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
の
導
入
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た
。
当
初
は
デ
マ
ン

ド
の
目
標
値
を
60
㌔
㍗
に
設

定
し
て
取
り
組
み
を
開
始
。

だ
が
夏
場
が
近
づ
き
、
利
用

者
が
施
設
を
使
っ
て
い
る
最

中
で
も
、
時
間
を
選
ば
ず
警

報
の
鳴
る
状
態
が
続
い
た
。

そ
こ
で
広
瀬
さ
ん
は
、
あ
ら

た
め
て
施
設
の
電
気
使
用
量

を
確
認
し
、
デ
マ
ン
ド
の
目

標
値
を
季
節
に
合
わ
せ
て
70

㌔
㍗
、
80
㌔
㍗
、
85
㌔
㍗
と

微
調
整
す
る
。
施
設
の
利
用

状
況
に
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
活

動
だ
。

　

そ
れ
で
も
警
報
が
鳴
る
と

き
に
は
利
用
者
に
は
気
づ
か

れ
な
い
よ
う
対
処
す
る
。
同

社
で
は
葬
儀
の
予
定
が
あ
る

日
に
は
、
約
１
時
間
前
か
ら

１
階
の
大
型
葬
儀
ホ
ー
ル
、

２
階
の
控
室
、
喫
茶
室
な
ど

全
館
の
空
調
を
弱
め
に
稼
働

さ
せ
利
用
者
を
迎
え
る
。
警

報
が
鳴
る
の
は
１
階
の
葬
儀

ホ
ー
ル
に
人
が
集
ま
る
時
間

帯
。そ
こ
で
警
報
が
鳴
る
と
、

ま
ず
ホ
ー
ル
の
大
型
空
調

を
、
室
温
変
化
に
影
響
し
な

い
５
分
程
度
、
一
時
的
に
止

め
る
。
そ
の
時
間
は
２
階
に

利
用
客
は
い
な
い
の
で
、
ス

タ
ッ
フ
が
急
い
で
２
階
に
上

が
り
、
必
要
の
な
い
空
調
を

切
っ
て
回
る
。
そ
れ
が
済
ん

だ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ぐ
に
１

階
ホ
ー
ル
の
空
調
を
再
度
稼

働
す
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
行
う

こ
と
で
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

は
１
０
８
㌔
㍗
か
ら
89
㌔
㍗

に
削
減
で
き
た
。

デ
マ
ン
ド
目
標
値
を
微
調
整

利
用
状
況
に
合
わ
せ
た

省
エ
ネ
活
動
を
実
践岐阜県瑞穂市別府花塚 2310-1

TEL　058（326）9051
URL　http://www.kasuien.net/
設立 ● 1996年11月
従業員数 ● ４名
事業内容 ● 葬儀場

株式会社 三栄　セレモニーホール花穂苑

株
式
会
社 

三
栄　

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
花
穂
苑

19kW 削
減

契約
電力

10.4%削
減

電　力
使用量

（2012年2月～翌年1月 2013年2月～翌年1月）（2011年1月～11月 2012年1月～11月）

（2012年 2013年）

省
エ
ネ
診
断
を
き
っ
か
け
に

運
用
と
設
備
の
改
善
を
推
進

効
果
は「
見
え
る
化
」が
明
示

　

大
分
県
大
分
市
に
あ
る
三

信
産
業 

株
式
会
社
。
県
内

を
中
心
と
す
る
17
事
業
所
で

建
設
用
資
材
の
レ
ン
タ
ル
や

仮
設
工
事
の
設
計
・
施
工
な

ど
の
事
業
を
展
開
す
る
。

　
「
当
社
は
レ
ン
タ
ル
主
体

の
会
社
で
す
の
で
、
電
気
系

統
に
は
不
案
内
。
そ
こ
で
２

０
１
０
年
10
月
に
大
分
県
地

球
温
暖
化
対
策
協
会
の
省
エ

ネ
診
断
を
受
け
、
活
動
を
始

め
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
執

行
役
員
の
柴
田
紳
也
さ
ん
。

診
断
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と

に
、
取
り
組
み
や
す
さ
や
削

減
効
果
の
見
込
め
る
も
の
か

ら
順
に
着
手
し
て
い
っ
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
比
較

的
手
軽
な
運
用
改
善
。
18

時
か
ら
翌
朝
５
時
ま
で
点

灯
さ
せ
て
い
た
駐
車
場
の
外

え
る
た
め
、
導
入
費
用
を
抑

え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
廊
下
の

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
へ
変
更
し
た
。

　

省
エ
ネ
診
断
を
き
っ
か
け

に
し
た
活
動
開
始
か
ら
約
１

年
後
の
２
０
１
１
年
９
月
、

活
動
の
成
果
を「
見
え
る
化
」

す
る
期
待
も
あ
り
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
が
導
入
さ
れ
た
。
計
測
し

て
み
る
と
、
前
年
同
時
期
と

比
較
し
て
電
力
使
用
量
は
20

％
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
の
が

わ
か
っ
た
。
今
で
は
効
果
を

明
示
す
る
シ
ス
テ
ム
が
省
エ

ネ
活
動
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

大分県大分市新貝6-7
TEL　097（552）1015
URL　http://www.san-sin.com/
設立 ● 1974年2月
従業員数 ● 130名
事業内容 ● 建設機材レンタルほか

三信産業 株式会社

12kW 削
減

契約
電力

三
信
産
業 

株
式
会
社

15.0%削
減

電　力
使用量

マネージャーの野村茂雄さん。

灯
を
、
18
〜
20
時
に
変
更
し

た
。
省
エ
ネ
機
器
へ
の
入
れ

替
え
な
ど
設
備
改
善
面
で
は

効
果
が
見
込
め
２
年
以
内
で

投
資
回
収
可
能
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
進
め
て
い

く
方
針
も
決
め
た
。

　

蛍
光
灯
の
安
定
器
入
れ
替

え
も
設
備
改
善
の
一
つ
。
取

引
会
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
省

エ
ネ
タ
イ
プ
の
安
定
器
は
、

明
る
さ
は
そ
の
ま
ま
で
約
35

〜
40
％
の
削
減
効
果
が
得
ら

れ
る
と
い
う
製
品
だ
っ
た
。

こ
れ
を
常
時
点
灯
す
る
蛍
光

灯
20
基
に
採
用
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
灯
具
が
そ
の
ま
ま
使

（2012年9月～翌年4月 2013年9月～翌年4月）

（2010年12月～翌年11月 2012年12月～翌年11月）

（2011年 2013年）

（2006年 2014年）

光
熱
費
は
固
定
費
│
│

そ
ん
な
先
入
観
を

自
主
的
活
動
で
打
破山口県山口市泉町1-41

TEL　083（924）6480
URL　http://www.marifu.jp/
設立 ● 2002年8月
従業員数 ● 32名
事業内容 ● 歯科医院

医療法人 恵生会　アルファデンタルクリニック

医
療
法
人 

恵
生
会　

ア
ル
フ
ァ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

る
立
場
を
と
っ
た
。「
光
熱

費
や
治
療
資
材
の
す
べ
て
が

〝
固
定
費
〞
で
あ
る
と
い
う

考
え
を
変
え
よ
う
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
失
敗

で
も
、50
点
で
も
い
い
か
ら
、

自
分
た
ち
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
す
ぐ
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
伝
え
、
あ
と
は
す
べ

て
任
せ
た
ん
で
す
」。

　

す
る
と
ス
タ
ッ
フ
は
、
渡

辺
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
る

よ
う
に
、
治
療
や
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
の
な
い
範
囲
で
試
行

錯
誤
を
始
め
た
。
日
中
の
不

要
な
照
明
の
消
灯
、
昼
休
み

や
駐
車
場
の
点
灯
と
消
灯
の

ル
ー
ル
化
、
ス
イ
ッ
チ
へ
の

色
分
け
シ
ー
ル
貼
り
、
１
台

ご
と
に
時
間
を
ず
ら
す
空
調

の
立
ち
上
げ
…
…
。

　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
技
工
室

で
は
、
差
し
歯
の
加
工
に
使

う
電
気
炉
の
使
用
時
間
を
決

め
た
。
以
前
は
各
技
工
士
が

自
分
の
都
合
で
１
個
ず
つ
処

理
し
て
い
た
も
の
を
、
９
時

と
14
時
に
３
〜
４
個
ま
と
め

 

山
口
県
に
あ
る
医
療
法
人 

恵
生
会
は
、
総
ス
タ
ッ
フ
１

０
０
名
を
超
え
る
県
内
最
大

規
模
の
歯
科
グ
ル
ー
プ
。
そ

の
一
つ
、
ア
ル
フ
ァ
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
13
台
の

歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
と
２
部
屋
の

技
工
室
を
備
え
る
大
規
模
医

院
だ
。
ス
タ
ッ
フ
が
自
主
的

に
取
り
組
む
と
い
う
省
エ
ネ

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
７
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
後
、
理
事
長
の
渡

辺
徹
さ
ん
は
、
電
気
料
金
の

仕
組
み
や
省
エ
ネ
の
基
礎
的

な
手
法
を
伝
え
る
と
、
そ
れ

以
外
は
事
務
局
と
し
て
見
守

て
処
理
。
こ
れ
で
１
日
当
た

り
の
稼
働
時
間
が
短
く
な

り
、作
業
効
率
も
上
が
っ
た
。

　

そ
の
後
は
電
気
だ
け
で
な

く
ガ
ス
や
作
業
時
間
な
ど
の

削
減
に
も
気
遣
う
よ
う
に
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
は
明

ら
か
に
変
わ
っ
て
い
く
。
も

は
や
〝
光
熱
費
は
固
定
費
〞

と
い
っ
た
先
入
観
は
ど
こ
に

も
な
く
な
っ
て
い
た
。

ア
ル
フ
ァ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外
観
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
雪
の
外
観
。

理事長の渡辺徹さん。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白

雪
は
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ

る
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
介
護
施

設
。「
長
生
き
し
て
よ
か
っ

た
の
お
手
伝
い
」
と
い
う
理

念
で
入
居
者
一
人
ひ
と
り
の

生
活
リ
ズ
ム
や
個
性
を
尊
重

し
た
介
護
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導
入
以
前
か

ら
省
エ
ネ
の
意
識
は
あ
っ
た

が
「
そ
の
意
識
だ
け
で
は
成

果
に
つ
な
げ
る
の
は
難
し
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
事

務
長
の
小
澤
徳
也
さ
ん
は
話

す
。
そ
し
て
導
入
後
は
入
居

者
の
生
活
を
最
優
先
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

例
え
ば
照
明
の
使
い
方
。

居
間
や
キ
ッ
チ
ン
、
玄
関
、

廊
下
な
ど
に
分
か
れ
た
照
明

ス
イ
ッ
チ
を
３
色
に
分
け
て

使
用
ル
ー
ル
を
決
め
た
。
赤

色
は
昼
間
点
灯
・
20
時
消
灯
、

黄
色
は
使
用
後
す
ぐ
に
消

灯
、
青
色
は
夜
間
点
灯
。
入

居
者
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
た
使
い
分
け
で
省
エ
ネ
に

つ
な
げ
る
。

　
「
ル
ー
ル
を
決
め
る
と
、

そ
れ
以
外
の
部
分
で
も
、
各

ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
調

理
場
で
の
作
業
を
終
え
た
ら

消
灯
す
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
」
と
営
繕
担
当
の
杉
山
久

幸
さ
ん
は
波
及
効
果
を
実
感

し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
安
全
確
保
の

た
め
朝
６
時
に
つ
け
た
照
明

を
、
十
分
に
朝
日
が
差
し
込

む
９
時
前
に
消
灯
し
た
り
、

天
候
を
確
認
し
な
が
ら
間
引

き
点
灯
を
実
施
す
る
な
ど
の

細
か
な
活
動
も
行
う
。
ち
な

み
に
、
明
る
さ
が
必
要
な
図

書
コ
ー
ナ
ー
で
は
間
引
き
は

し
な
い
。
あ
く
ま
で
も
入
居

者
に
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い

た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
、

小
澤
さ
ん
は
、「
今
後
も
地

に
足
を
付
け
た
省
エ
ネ
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

入
居
者
が
最
優
先

生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

省
エ
ネ
活
動
を
展
開

静岡県御殿場市川島田字南原 270
TEL　0550（82）7601
URL　http://www.hakuyu-kai.or.jp/
設立 ● 2006年2月
従業員数 ● 150名
事業内容 ● 老人ホーム

社会福祉法人 博友会　特別養護老人ホーム白雪

社
会
福
祉
法
人 

博
友
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
雪 専務取締役の成戸真司さん。

総務部長の宮坂哲史さん。

株
式
会
社 

ナ
ル
ト
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、神奈川、静岡、岐阜、三重、和歌山、山口、大分の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ

る
横
須
賀
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
は
市
民
の
免
許
取
得

者
の
約
半
数
を
輩
出
す
る
自

動
車
教
習
所
。地
元
で
は「
い

ち
ご
の
マ
ー
ク
の
教
習
所
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
日
本
テ
ク
ノ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

て
、
２
０
１
３
年
11
月
に
パ

ト
ラ
ン
プ
で
警
報
す
る
シ
ス

テ
ム
か
ら
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に

よ
る
電
気
の
「
見
え
る
化
」

に
切
り
替
え
た
。

　
「
見
え
る
化
」
を
活
用
し

た
省
エ
ネ
活
動
に
当
た
っ

て
、「
電
力
ピ
ー
ク
を
い
か

に
抑
え
る
か
、
一
か
ら
対
策

を
立
て
よ
う
と
、
職
員
を
集

め
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
に
勉

強
会
を
開
い
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
総
務
部
長
の
宮
坂
哲

史
さ
ん
は
話
す
。

　

そ
の
後
、
宮
坂
さ
ん
自
身

も
、
自
動
車
運
転
の
基
本
教

習
で
よ
く
用
い
る
、〝
認
知
・

判
断
・
操
作
〞
の
３
段
階
の

要
領
で
、
省
エ
ネ
活
動
を
行

う
よ
う
繰
り
返
し
職
員
に
伝

え
て
い
っ
た
。

　

宮
坂
さ
ん
の
い
う
３
段
階

の
要
領
と
は
「
そ
の
と
き
の

電
力
使
用
量
を
確
認
し
（
認

知
）、
無
駄
に
使
わ
れ
て
い

る
電
力
が
な
い
か
を
把
握
し

（
判
断
）、
お
客
様
に
影
響
の

な
い
範
囲
で
切
っ
て
い
く

（
操
作
）」
こ
と
。
普
段
か
ら

耳
に
し
て
い
る
自
動
車
教
習

に
た
と
え
た
説
明
は
、
省
エ

ネ
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
職
員

全
体
で
し
っ
か
り
共
有
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
以
前

は
目
に
つ
い
た
無
駄
な
照
明

や
空
調
の
使
用
は
な
く
な
っ

て
い
っ
た
。
い
つ
も
忘
れ
ら

れ
て
い
た
教
務
課
の
食
堂
に

あ
る
空
調
も
き
ち
ん
と
消
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

導
入
当
初
の
契
約
電
力
83

㌔
㍗
に
対
し
、
目
標
設
定
は

75
㌔
㍗
、
70
㌔
㍗
、
65
㌔
㍗

と
徐
々
に
下
げ
て
い
っ
た
。

そ
れ
で
も
警
報
の
回
数
は
大

幅
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

省
エ
ネ
活
動
と
自
動
車
運
転

ど
ち
ら
も
基
本
は
同
じ

〝
認
知・判
断・操
作
〞の
要
領

神奈川県横須賀市舟倉1-16-1
TEL　046（836）8000
URL　http://www.yokosuka-ds.co.jp/
設立 ● 1963年9月
従業員数 ● 60名
事業内容 ● 自動車教習所

関矢産業 株式会社 横須賀ドライビングスクール

関
矢
産
業 

株
式
会
社　

横
須
賀
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

15kW 削
減

契約
電力

11.1% 削
減

電　力
使用量

（2013年 2014年）

（2013年1月～3月 2014年1月～3月）

横
須
賀
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
外
観
。

（2012年7月～翌年6月 2013年7月～翌年6月）（2010年9月～翌年8月 2012年9月～翌年8月）

《新館の実績》

代表取締役の広瀬文明さん。

専務取締役の篠田知幸さん。

執行役員の柴田紳也さん。

営繕担当の杉山久幸さん（左）と
事務長の小澤徳也さん。

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.n-techno.org/
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第三十八回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

芝蘭之化 しらんのか ─ 1 ─
　

人
間
は
環
境
の
動
物
だ
。

周
囲
の
環
境
や
接
す
る
人
に

大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
こ

れ
を
表
し
た
言
葉
が
「
芝し

蘭ら
ん

之の

化か

」
だ
。
語
源
は
「
善
人

と
居
る
は
、
芝
蘭
の
室
に
入

る
が
如
し
、
久
し
く
し
て
そ

の
香
を
聞
か
ざ
る
は
、
す
な

わ
ち
こ
れ
と
化
す
れ
ば
な

り
」（「
孔
子
家
語
」
六
本
か

ら
）。
意
味
は
、「
よ
い
人
と

一
緒
に
い
る
の
は
芝
蘭
の
香

る
部
屋
に
い
る
よ
う
な
も
の

だ
。
し
ば
ら
く
し
て
香
り
を

感
じ
な
く
な
る
の
は
、
そ
の

香
り
に
自
分
が
感
化
さ
れ
る

た
め
だ
」。
芝
蘭
と
は
、
香

り
の
よ
い
草
、
す
ぐ
れ
た
も

の
に
た
と
え
ら
れ
る
。
一
言

で
い
え
ば
、
良
い
人
と
付
き

合
え
ば
知
ら
な
い
う
ち
に
感

化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

企
業
の
人
材
構
成
は
全
体

を
10
と
す
る
と
、２
割
が「
人

財
」、
６
割
が
「
人
在
」、
あ

と
の
２
割
が
「
人
罪
」
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
組
織
の
力
を
高
め
る
に
は

全
社
員
参
加
の
研
修
が
必
要

だ
。
今
は
、
全
社
員
戦
力
化

の
時
代
、
全
社
員
で
稼
ぐ
時

代
だ
。
研
修
も
一
過
性
で
は

な
く
、
１
カ
月
に
１
度
、
短

時
間
で
も
継
続
的
に
続
け
る

こ
と
が
大
事
だ
。
そ
う
す
れ

ば
、
企
業
人
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
、
問
題
、
方
向
性
、
価

値
観
を
全
社
員
が
学
び
、
企

業
人
と
し
て
の
ベ
ク
ト
ル
が

揃
う
よ
う
に
な
る
。
全
社
員

の
学
び
を
組
織
の
中
に
取
り

込
む
か
ら
、
２
割
の
人
財
は

も
ち
ろ
ん
、
６
割
の
人
在
、

２
割
の
人
罪
に
も
、
良
い
影

響
を
与
え
る
の
は
間
違
い
な

い
。
芝
蘭
之
化
だ
。

　

私
が
中
小
企
業
で
全
社
員

参
加
の
実
践
型
集
合
教
育
研

修
を
実
施
し
て
い
る
の
は
そ

の
た
め
だ
。
今
ま
で
研
修
を

し
な
い
会
社
が
継
続
的
に
研

修
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
社

員
の
意
識
も
大
き
く
変
わ

り
、
業
績
も
良
く
な
る
。
変

わ
ら
な
い
人
は
、
居
心
地
が

悪
く
な
る
た
め
か
自
然
に
会

社
を
辞
め
て
い
く
。

　

継
続
研
修
は
意
識
と
行
動

を
変
え
る
。
一
例
を
あ
げ
る

と
、
今
ま
で
は
依
存
心
が
あ

り
も
た
れ
合
っ
て
責
任
転
嫁

を
し
た
り
波
風
が
立
た
な
い

よ
う
に
問
題
を
隠
す
よ
う
に

し
て
い
た
。
そ
れ
が
一
人
ひ

と
り
に
主
体
性
、
責
任
感
が

生
ま
れ
、
問
題
は
チ
ー
ム
の

問
題
と
し
て
公
に
す
る
よ
う

に
し
た
ら
全
員
で
解
決
す
る

よ
う
に
な
る
。企
業
風
土
が
ど

ん
ど
ん
活
性
化
し
て
く
る
。

　

芝
蘭
之
化
だ
。
教
育
土
壌

も
自
然
と
で
き
て
く
る
。

全
社
員
参
加
の
研
修
は
、

教
育
土
壌
を
つ
く
る

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特製エコカレンダープレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、日本テクノ特製エコカレンダー
をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、Eco News Web Magazine
のサイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応
募フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2014 年 12 月 26 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  中秋の名月「○○ウゴ夜」。
②  指の腹にある渦巻き模様。
③  ハクション！「クシ○○」。
⑤  「SMART CLOCK」もこの
一種。

⑥  もう寝る「○○○みなさい」。
⑦  桃太郎のおじいさんが山で
刈ったもの。

⑧  白もあり黒もあり、油も採
れる。おへそにもある。

●ヨコのカギ●
①  ヒガンバナの別名「マン○
○○○○」。

④  秋の夕日に照る山○○ジ～♪
⑤  夕焼け空に赤○○ボ。
⑦  海が大荒れだ！
⑧  11 月のユネスコ世界会議
は愛知県・ナ○○市で開催。

⑨  「環境問題常識テスト」第
2問の答え。

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

■ 

手
ぬ
ぐ
い
は
エ
コ
で
縁
起
物 

■

おばあちゃんの

知恵袋

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、たくさんの生き物のつ
ながりを意味する言葉。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
37
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

2014年度のFIT（再生可能エ
ネルギー固定価格買い取り制
度）で新たに追加された発電方
法は次のうちどれ？

a
b
c
d

陸上風力

洋上風力

陸上太陽光

洋上太陽光

Question
1

間伐材や家畜糞尿など動植物
に由来する生物資源のこと。Ｆ
ＩＴに５種類設定されている再
生可能エネルギーは？

a
b
c
d

バイオテクノロジー

バイオトロン

バイオマス

バイオリン

Question
2

電力事業に用いられる電源
で、安定的に一定量を発電す
るものを何と呼んでいる？

a
b
c
d

ダウンロード電源

ミドルロード電源

ピークロード電源

ベースロード電源

Question
3

電力会社は予測される最大需
要に対して、発電の供給余力
を持つ必要がある。需要に対
する余力の割合を何という？

a
b
c
d

予備率（供給予備率）

負荷率（供給負荷率）

需要率（供給需要率）

需給率（需要供給率）

Question
4

　

今
回
は
古
来
愛
用
さ
れ
て
き
た
「
日
本

手
ぬ
ぐ
い
」
の
お
話
。
薄
く
て
速
乾
性
の

あ
る
日
本
手
ぬ
ぐ
い
。
両
端
が
切
り
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
に

反
物
か
ら
直
接
切
り
売
り
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
縫
い
目
が
な

い
の
で
、
端
に
汚
れ
が
た
ま
る
こ
と
も
な

く
、
と
て
も
衛
生
的
で
す
ね
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
家
で
は
、
葉
物
野
菜
の
保
存
に
手

ぬ
ぐ
い
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
の
代
わ
り
に
、
手
ぬ
ぐ
い
を
軽

く
湿
ら
せ
て
野
菜
を
包
ん
で
冷
蔵
庫
保

存
。繰
り
返
し
使
え
る
優
れ
も
の
で
す
ね
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
ふ
き
ん
や
テ
ー
ブ
ル
ク

ロ
ス
、
２
枚
を
つ
な
げ
て
暖
簾
代
わ
り
に

使
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。
少
し

手
を
加
え
て
、
横
長
の
上
の
部
分
に
布
ひ

も
を
縫
い
付
け
れ
ば
前
掛
け
エ
プ
ロ
ン
と

し
て
も
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
で
す
。

　

そ
ん
な
便
利
な
手
ぬ
ぐ
い
で
す
が
、
昔

か
ら
よ
く
見
る
絵
柄
に
は
意
味
の
あ
る
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
六
角

形
の
幾
何
学
模
様
を
亀
の
甲
羅
に
見
立
て

た
も
の
は
長
寿
を
祝
う
お
め
で
た
い
も

の
。
麻
の
葉
の
模
様
は
、
麻
の
木
が
す
く

す
く
伸
び
る
こ
と
に
あ
や
か
っ
て
赤
ち
ゃ

ん
の
産
着
に
。
茄
子
の
絵
柄
は
「
物
事
を

成
す
」
と
い
う
意
味
の
縁
起
物
。
１
枚
の

手
ぬ
ぐ
い
に
、
使
う
人
へ
の
思
い
を
込
め

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://econews.jp/idea

おばあちゃんの特製手ぬぐいプレゼント !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募
いただいた方全員に、おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼン
ト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹
介させていただきます。
応募方法〈はがき〉ご連絡先とお名前を明記のうえ、日本テクノ
「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉下
記ウェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

ウェブサイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシピ
やお掃除法、エコグッズのつくり方など、エコな生活の
知恵が盛りだくさん。目的別の検索機能が追加され、お
目当ての知恵を探しやすくなりました！

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

食
べ
物
が
お
い
し
い
実
り
の
秋

に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の
食

べ
物
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
、
ほ
か
の
生
き
物

が
与
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
野

菜
や
果
物
、
肉
や
魚
も
。
い
や
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
植
物
と
い
う

生
き
物
は
、
呼
吸
に
必
要
な
酸
素

も
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
生
き

物
た
ち
。
そ
う
し
た
生
き
物
は
互

い
に
つ
な
が
り
合
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
人
間
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ク

テ
リ
ア
、
ト
ン
ボ
、
イ
ネ
、
コ
ム

１
年
当
た
り
約
３
０
０
０
兆
円
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
こ
の
生
物
多
様
性

が
開
発
や
乱
獲
、
外
来
種
の
持
ち

込
み
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
っ

て
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本

の
野
生
動
植
物
で
は
約
３
割
が
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
で

す
。
私
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必

要
な
生
物
の
つ
な
が
り
。
生
物
多

様
性
を
守
る
た
め
最
初
に
す
べ
き

な
の
は
、
そ
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ギ
、
イ
ヌ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、

ど
れ
も
１
種
だ
け
で
は
生
き
ら
れ

な
い
。
約
３
０
０
０
万
種
と
も
い

わ
れ
る
多
様
な
種
類
の
生
き
物
が

相
互
に
か
か
わ
り
合
う
こ
と
で
地

球
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
た
く
さ
ん
の
生
物
が
つ
な

が
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
「
生
物

多
様
性
」
と
い
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
が
生
み
出
す
恵
み
を
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
と
呼
び
、
そ
こ
に
は
冒

頭
で
あ
げ
た
食
べ
物
や
酸
素
の
ほ

か
、
水
の
循
環
、
気
温
調
節
、
津

波
や
土
砂
災
害
の
軽
減
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
そ
の
経
済
的
価
値
は

生
物
多
様
性
っ
て
何
？

　

宮
城
県
登
米
市
に
あ
る
デ
ル
タ
工
業 

株
式
会
社
は
、
業
務
用
ケ
ー
ブ
ル
な
ど

を
製
造
す
る
企
業
。
東
日
本
大
震
災
の

年
の
12
月
に
他
界
し
た
前
社
長
が
創
業

者
。
生
前
は
常
に
、
注
文
を
「
断
ら
な

い
」「
納
期
厳
守
」
の
２
つ
を
徹
底
し

て
い
た
。
他
社
が
難
し
い
と
断
っ
た
案

件
で
も
確
実
に
生
産
し
て
納
品
す
る
。

そ
の
実
績
と
信
頼
を
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
、
取
引
先
は
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

を
筆
頭
に
数
百
社
に
の
ぼ
る
。
従
業
員

は
現
在
29
名
。

　

震
災
当
時
の
様
子
を
製
造
部
長
の
伊

藤
公
一
さ
ん
に
聞
い
た
。「
机
に
し
が

み
つ
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。
建
屋
の
倒

壊
も
考
え
、
も
う
終
わ
り
だ
と
思
い
ま

し
た
」。
だ
が
、
幸
い
に
も
被
害
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
従
業
員
も
全
員
無
事
。

そ
れ
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
り
、

震
災
直
後
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

約
１
週
間
、
伊
藤
さ
ん
は
毎
日
会
社

に
行
き
、
携
帯
電
話
で
問
い
合
わ
せ
に

対
応
し
な
が
ら
、
片
づ
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
手
を
つ
け
始
め
た
。
や
が
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
戻
る
。
本
当
の
意
味
で

の
勝
負
は
そ
こ
か
ら
だ
っ
た
。「
生
産

は
で
き
る
か
」「
納
期
は
大
丈
夫
か
」

と
矢
継
ぎ
早
に
問
い
合
わ
せ
が
入
る
。

　

工
場
も
従
業
員
も
無
事
だ
っ
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
存
命
中
だ
っ
た
前
社
長
の

「
断
る
な
、
納
期
厳
守
」
の
魂
が
全
従

業
員
を
突
き
動
か
す
。負
け
ら
れ
な
い
。

伊
藤
さ
ん
の
指
示
の
も
と
、
す
べ
て
の

注
文
に
対
応
し
た
。
後
日
、
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
が
贈
っ
た
感
謝
状
は
そ
の
と

き
の
全
社
一
丸
と
な
っ
た
懸
命
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
た
も
の
だ
。

　

や
っ
と
落
ち
着
き
始
め
た
秋
口
。
前

社
長
が
倒
れ
る
。
み
ん
な
を
奮
い
立
た

せ
た
そ
の
創
業
者
が
、
新
年
を
迎
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

受けた感謝状は全社一丸で乗り越えた証
製造部長の伊藤公一さん。

　

ト
ッ
プ
を
失
い
経
営
は
混
乱
を
来
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
の
取
引
先
で
も
あ
り

前
社
長
が
懇
意
に
し
て
い
た
ハ
ー
ネ
ス

関
連
の
総
合
商
社
で
あ
る
ニ
シ
ウ
チ 

株
式
会
社
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

た
。
現
在
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
傘
下
と
し

て
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
後
継
者
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
伊
藤
さ
ん
。「
前
社
長
の
こ

と
を
思
う
と
何
が
起
き
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
し
て
お
き
た
い
」
と
不
測
の
事

態
へ
の
備
え
を
心
掛
け
る
。
魂
を
継
承

す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
事
業
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
の
厳
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
２
０
１
１
年
。
伊
藤
さ
ん
は
こ
の
年

の
出
来
事
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。

震
災
の
混
乱
時
も「
断
る
な
、納
期
厳
守
」

厳しい環境下でも懸命に生産活動を継続した
ことに対し、取引先から感謝状が贈られた。

テクノユーザー

復興への歩み

21Scene

※ イメージのため実物とは
多少色合いが異なります。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
古
紙
・
布
…
。

写
真
は
２
０
１
４
年
版
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
賞
品
は
現
在
制
作
中

の
２
０
１
５
年
版
に
な
り
ま
す
。

特製 エコカレンダープレゼント

サトウを長時間放置しておくと固まっ
てしまいますが、スプレーで水を散布
して3～4時間おくと元のようにサ
ラサラになります。

兵庫県・ふみおさん

今回はこんな知恵を提供していただきました！
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